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要約
この評価ガイドは、読者が Microsoft® Windows® SharePoint® Services (バージョン 3) の設計目的と機能を深く理解し、このテクノロジの Windows Server 2003 での実装に精通することを目的としています。この評価ガイドでは、Windows SharePoint Services バージョン 3 がもたらすソリューションとメリットの概要を示し、各種領域 (コラボレーション、ストレージとセキュリティ、展開と管理、ユーザー インターフェイス、プラットフォームの拡張性) において追加または強化された機能について説明します。さらに、Windows SharePoint Services バージョン 3 の主な機能領域を実践的に概説し、管理者と開発者に役立つ情報を最後に紹介します。
この評価ガイドの最大の目的は、Windows SharePoint Services バージョン 3 を完全かつ効率的に評価できるよう、読者を支援することにあります。対象読者は、Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 に興味を持ち、実践的な操作方法を身に付けたいと考えているすべての方々です。
この文書に記載された情報は、この文書の発行日におけるマイクロソフトの見解を示すものです。マイクロソフトは市場の変化に対応する必要があるため、このドキュメントの内容に関する責任をマイクロソフトは問われないものとします。また、発行日以降に発表される情報の正確性を保証できません。
このドキュメントに記載された内容は情報提供のみを目的としています。明示または黙示に関わらず、これらの情報についてマイクロソフトはいかなる責任も負わないものとします。 
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はじめに
Microsoft® Windows® SharePoint® Services バージョン 3 の評価ガイドをご覧いただき、ありがとうございます。この評価ガイドは、Windows SharePoint Services バージョン 3 を評価するのに必要な知識を読者に提供することを目的としています。
Microsoft Windows SharePoint Services は、Microsoft Windows Server 2003 に含まれる多目的テクノロジであり、さまざまな規模の組織やビジネス ユニットがビジネス プロセスの効率性とチームとしての生産性を向上させるのに役立ちます。Windows SharePoint Services のコラボレーション ツールを使用すると、組織や地理の境界を越えて関係者と意見を交換し、必要とするドキュメントや情報にアクセスすることができます。Windows SharePoint Services は馴染み深い Web ベースのインターフェイスを持ち、Microsoft Office システムなどの一般ビジネス ツールと密に統合されるため、簡単に使用でき、短時間での展開が可能です。ユーザーはワークスペースを作成し、その中で情報、ワークフロー、ドキュメントを公開、格納、共有、および監視することができます。
また、Microsoft Windows Server 2003 をベースとする Windows SharePoint Services では、ビジネス ニーズの変化や増大に容易に対応できる Web ベースのビジネス アプリケーションを構築することができ、基盤プラットフォームとしての費用対効果にも優れています。ストレージや Web インフラストラクチャの管理に使用できるコントロールは堅牢で、IT 部門は高パフォーマンスのコラボレーション環境を低コストで実装および管理することができます。
Windows SharePoint Services バージョン 3 は、サーバーの管理、アプリケーションの拡張および相互運用に必要なツールを IT 部門に提供します。Windows SharePoint Services バージョン 3 は組織に次のメリットをもたらします。
· 必要とする人物、ドキュメント、情報へのアクセス手段を提供することにより、各チームは相互に接続された状態となり、生産性が向上する。
· コラボレーション ソリューションが一般的なビジネス ツール (Microsoft Office など) に統合されるため、展開が容易である。
· IT スタッフは、スケーラビリティに優れたインフラストラクチャと強力な管理サービスを使用して、情報リソースの管理、制御、セキュリティの保全を簡単に行うことができる。
· 費用対効果と拡張性に優れたプラットフォームにより、多目的の Web アプリケーションとワークフロー ソリューションを簡単に作成でき、ビジネス プロセスの効率性が向上する。
これらのメリットについては、この評価ガイドの「Windows SharePoint Services バージョン 3 を使用する理由」のセクションで詳しく説明します。
「10 大メリット」のセクションでは、Windows SharePoint Services バージョン 3 を使用してビジネス情報とビジネス プロセスを有効利用するための重要な方法を取り上げます。
「機能の概要」のセクションでは、最新バージョンの Office SharePoint Server で追加または強化された次の機能について詳しく説明します。
· コラボレーション
· ストレージとセキュリティ
· 展開と管理
· ユーザー インターフェイス
· プラットフォームの拡張性
この評価ガイドの内容を理解することにより、多目的の Windows SharePoint Services バージョン 3 プラットフォームを適切に評価し、さまざまな機能を仕事仲間、顧客、およびビジネス パートナーに説明できるようになります。
Microsoft® Office SharePoint® Server 2007 用の評価ガイドもあります。ソリューション開発者、IT 部門のスタッフ、技術部門の意思決定者、ジャーナリスト、アナリストの方々は、各ガイドを独立したものとして参照することもできます。
Windows SharePoint Services バージョン 3 導入の対象者
Windows SharePoint Services は、ブラウザ ベースのワークスペースを利用したコラボレーションを可能とするテクノロジであり、その管理しやすいインフラストラクチャと拡張性に優れたアプリケーション プラットフォームにより、ビジネス プロセスの効率向上に貢献します。コラボレーションの利便性と生産性が強化された Windows SharePoint Services を導入することで利益を享受できるのは、次のような方々です。
· チームとしての生産性を向上させ、必要とする人物、ドキュメント、情報へのアクセス手段を得たいと考えている組織、ビジネス ユニット、チーム 

· コラボレーション ツールの技術的展開、既存インフラストラクチャの標準化、または、既存ビジネス アプリケーションと密に統合するコラボレーション システムを柱とする戦略への投資を検討している、あらゆる規模の組織
· 業務データの制御とセキュリティを強化し、業務内容に付加価値を持たせて作業効率を向上させようと考えている IT 部門
· 機能性、拡張性に優れた Web ベース アプリケーションを開発しようと考えている方
Windows SharePoint Services バージョン 3 にアップグレードする理由
Windows SharePoint Services バージョン 3 では多くの機能が追加および拡張されており、ビジネス組織がスタッフ個人およびチーム全体としての生産性、さらにビジネス プロセスの効率を向上させるのに役立ちます。これらの機能を使用することで、作業スタッフは IT 部門に頼らずにワークスペースとチーム サイトを作成および管理したり、SharePoint サイトに格納したドキュメントの管理とメンテナンスの方法を簡素化および改善したりすることができます。また、堅牢性に優れ、使いやすいコラボレーション ツールにより、組織内部での情報の共有化を進めることができます。また、Windows SharePoint Services バージョン 3 は、IT 部門に対して、社内リソースをよりきめ細かく制御できる機能を提供するだけでなく、既存ビジネス アプリケーションに接続してその機能を有効利用できる新しい Web ベースのアプリケーションの構築に適した、フレキシブルで堅牢な開発環境を提供します。
Windows SharePoint Services バージョン 3 の評価に役立つリソース
Windows SharePoint Services バージョン 3 の評価に役立つリソースは次のとおりです。 

· Windows SharePoint Services バージョン 3 のドキュメント。Windows SharePoint Services バージョン 3 のインストールに役立ちます。
SharePoint Products and Technologies の Web サイト (http://www.microsoft.com/sharepoint)。各種ホワイト ペーパー、その他のリソースを参照できます。
Microsoft MSDN® の Web サイト (http://msdn.microsoft.com/sharepoint)。開発者の視点から見た、SharePoint Products and Technologies に関する各種技術リソースを参照できます。
· Microsoft TechNet の Web サイト (http://www.microsoft.com/technet)。ここには、Windows SharePoint Services バージョン 3 の展開、メンテナンス、サポートに役立つリソースが数多く用意されています。
Windows SharePoint Services バージョン 3 の Test Drive ラボ ([TBD])。
Windows SharePoint Services バージョン 3 の評価およびインストールにあたっては、これらのリソースも参考にすることをお勧めします。
このドキュメントの利用方法
この評価ガイドの概要
この評価ガイドは以下のセクションで構成されています。各セクションは前のセクションに記載した概念を基に解説されてるため、セクションの順番どおりに読み進めることをお勧めします。
Windows SharePoint Services バージョン 3 を使用する理由
Windows SharePoint Services バージョン 3 の主な機能を取り上げ、コンテンツに富んだ Web サイトを構築する組織にとってこれらの機能がどのようなメリットをもたらすのかを説明します。
10 大メリット
お客様が Windows SharePoint Services バージョン 3 の展開と使用を通じて得ることができるビジネス メリットと技術的メリットを 10 個取り上げて説明します。
機能の概要
Windows SharePoint Services バージョン 3 で追加および拡張された機能について説明し、これらの機能を理解して評価するうえで役立つ情報を提供します。このセクションには、Windows SharePoint Services バージョン 3 によるビジネス ソリューションのプランニング、開発、展開、管理に当たるすべての方々に役立つ内容を記載しています。
アーキテクチャの概要
Windows SharePoint Services バージョン 3 の論理アーキテクチャについて説明します。
評価サーバーのインストール
Windows SharePoint Services バージョン 3 を評価目的でシングル サーバー環境にインストールする方法を、1 つずつ順をおって説明します。詳細情報についてはこの評価ガイドの改訂版で提供する予定です。
Windows SharePoint Services バージョン 3 の機能ツアー
Windows SharePoint Services バージョン 3 の各新機能の設定とデモンストレーションの手順を説明します。詳細情報についてはこの評価ガイドの改訂版で提供する予定です。
管理者の視点
Windows SharePoint Services バージョン 3 ソリューションのプランニング、開発、展開、管理に必要な情報を提供します。詳細情報についてはこの評価ガイドの改訂版で提供する予定です。
開発者の視点
Windows SharePoint Services バージョン 3 を使用したカスタム ソリューションの設計および開発に役立つツールを紹介します。詳細情報についてはこの評価ガイドの改訂版で提供する予定です。
参考情報
Windows SharePoint Services バージョン 3 に関する参考情報 (ホワイト ペーパー、コミュニティ サイト、Windows SharePoint Services のサポート技術情報のサイトなど) へのリンクを紹介します。
Windows SharePoint Services バージョン 3 を使用する理由
Microsoft Windows SharePoint Services は、あらゆる規模の組織やビジネス ユニットがビジネス プロセスを効率化し、チームの生産性を向上させるのに役立つ多目的テクノロジです。Windows SharePoint Services のコラボレーション ツールを使用すると、組織や地理の境界を越えて関係者と意見を交換し、必要とする情報にアクセスすることができます。 

また、Microsoft Windows Server 2003 をベースとする Windows SharePoint Services では、ビジネス ニーズの変化や増大に容易に対応できる Web ベースのビジネス アプリケーションを構築するための、基盤プラットフォームを提供します。ストレージや Web インフラストラクチャの管理に使用できるコントロールは堅牢で、IT 部門は高パフォーマンスのコラボレーション環境を低コストで実装および管理することができます。Windows SharePoint Server は馴染み深い Web ベースのインターフェイスを持ち、Microsoft Office システムなどの一般ビジネス ツールと密に統合されるため、簡単に使用でき、短時間での展開が可能です。
容易で効率的なコラボレーション
Windows SharePoint Services は、必要とする人物、ドキュメント、情報へのアクセス手段を提供して、適切な判断材料に基づいて決定を下し、業務を遂行することができるよう支援します。これにより、チームは常に接続され、生産性の水準を維持することができます。Windows SharePoint Services バージョン 3 では次の機能が拡張されていて、ドキュメントの共有、タスクの管理追跡、電子メールの効率的使用、アイデアや情報の共有は、かつてないほど簡単になっています。
· 共通のワークスペースを利用して、スケジュールの調整、ドキュメントの整理、会議の開催を行うことができます。組織内だけでなくエクストラネットを介しての利用も可能です。
· ドキュメントの作成と管理が容易です。編集前にチェックアウトを要求するオプションも追加されており、複数ユーザーの同時編集による矛盾の発生を防止できます。また、古いバージョンの参照、前のバージョンの復元、ドキュメント専用のセキュリティ設定を行うこともできます。
· 個人およびチームの作業の停滞を防ぐための、各種コミュニケーション機能が用意されています。たとえば、あるアクションが必要とされる場合や、既存の情報やドキュメントに重大な変更が加えられた場合にユーザーに通知する機能があります。さらに、告知、詳細なアラート、アンケート、ディスカッション ボードなどの機能も用意されています。
· ブレインストーミング、知識ベースの構築、または単なる情報収集などにも利用できる、編集が容易なフォーマットのフォーラムが用意されています。新しいテンプレートが追加されており、ブログ (Web ログ) や wiki (チーム メンバーが専門知識なしで迅速に編集できる Web サイト) も開設できるようになりました。 

オフライン同期のサポートが強化され、モバイル ユーザーは接続状態にかかわらず、作業を進めることができます。オフライン時は Microsoft Office Outlook 2007 の新機能を利用してドキュメント ライブラリ、リスト、予定表、連絡先、タスク、ディスカッション ボードを管理し、オンライン時は変更内容を同期します。
迅速な展開
Windows Server 2003 の組み込みコンポーネントの 1 つである Windows SharePoint Services を使用すると、IT 部門は信頼性とスケーラビリティに優れたコラボレーション インフラストラクチャを簡単に実装することができ、管理に必要な時間と手間を大幅に節約することができます。Windows SharePoint Services は、情報の作成、公開、整理、検索を目的とした一般的なビジネス ツール (Microsoft Office システムなど) と密に統合されるため、ユーザーはすぐに使いこなすことができます。
· Windows SharePoint Services バージョン 3 では、ユーザー インターフェイスとサイト作成ツールが改良され、使いやすいテンプレート、本格的なデザインのサイト テーマが用意されていて、ブラウザ内でサイトのナビゲーションを修正することもできるなど、ワークスペースの作成とナビゲーションの管理方法が簡素化されています。 

· Microsoft Office システムなど、馴染みのある一般的なビジネス ツールと統合されるため、ユーザーはすぐに使いこなすことができます。SharePoint サイトでのワークスペースの作成、ドキュメントの公開と編集、予定表の確認と変更、このすべてを Microsoft Office システムのファイルとプログラムだでけ行うことができます。 

· Office Outlook 2007 との統合が強化されており、ユーザーは予定表、タスク、連絡先一覧、ディスカション ボード、会議を編集または調整することができます。
· コラボレーション環境の実装が容易で、管理にかかる時間と手間を大幅に節約できます。また、展開のオプションを自由に選択できます。
管理しやすいインフラストラクチャの展開
Windows SharePoint Services バージョン 3 では、組織の情報リソースのセキュリティをより緻密に制御することができます。管理機能が拡張されているため、ビジネス ユニットは IT 部門の力を借りることなく、サイトの準備、実装、バックアップ、サポートを行うことができます。Windows SharePoint Services バージョン 3 では、チーム サイトの利用者、サイトの所有者、またはサーバー管理者など、立場の違いにかかわらず、コンテンツ、ユーザー、サイトを適切に管理し、メンバー個人およびチームとしての作業効率を高めることができます。
· 拡張された管理機能により、サイトの準備、管理、サポート、運用、バックアップ、復元にかかるコストと手間を軽減し、ビジネス情報のセキュリティを強化することができます。
· 情報アクセスを制御するサービス、サイト作成のポリシーを設定するサービスが追加および拡張されており、IT 部門は組織のインフラストラクチャをより緻密に制御することができます。
· サイト コレクション、サイト、リスト、ライブラリ、フォルダ、アイテムの各レベルで、セキュリティを設定することができます。
· サイト管理者と作業チームに対して、独自の自己処理ワークスペースとタスクを開始および制御し、メンバー以外の人物の参加とアクセスを管理する権限を与えます。これによりセキュリティが危機にさらされることはありません。IT 部門によって設定されたパラメータ値もそのまま使用します。
· より堅牢なドキュメント ストレージ環境が提供されます。ドキュメント ストレージ、ゴミ箱に置かれたアイテムの検索、バージョン管理の機能を使用できます。
· Web ブラウザまたはコマンドライン ユーティリティを使用して Windows SharePoint Services を簡単に管理および設定することができます。また、Microsoft .NET Framework バージョン 2.0 を使用してカスタム管理ソリューション、サードパーティ製管理ソリューションを有効にすることもできます。
Web ベース アプリケーションの基盤を提供
Windows SharePoint Services バージョン 3 を IT 部門に導入すると、Windows SharePoint Services の基盤を修正または拡張して、特定の組織、部門、ビジネス プロセス、または業界分野に的を絞った新しい高効率の Web ベース ツールを作成することができます。企業は既存のビジネス アプリケーションにこれらの新しいツールとサービスを適用し、カスタマイズ性と拡張性に優れたプラットフォームを通じて、既存の IT 資産とバックエンド システムに保存されている貴重な情報を活用することができます。
· ドキュメント ライブラリのサポートが強化され、ドキュメント ストレージ用の共通リポジトリが用意されているので、ビジネス ドキュメントの管理が簡単です。
· Windows SharePoint Services プラットフォームを使用して、フレキシビリティとスケーラビリティに優れた Web ベースのアプリケーションとインターネット サイトを、組織の目的に合わせて作成することができます。
Microsoft Office SharePoint Server 2007 との統合を生かして、レコードの管理、検索、ワークフロー、ポータル、パーソナライズド サイトなどの機能を全社規模で利用することができます。 

· Microsoft Office SharePoint Designer 2007 を使用すると、迅速かつ容易に SharePoint サイトをカスタマイズし、特定の作業に合わせてレポート用のツールとアプリケーションを作成することができます。新しいコードを記述する必要はありません。
10 大メリット
Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 は、組織の作業効率を向上させ、スタッフ、コンテンツ、プロセス、およびビジネス アプリケーション間の相互作用を最適化する、使い勝手に優れたサーバー アプリケーションの統合スイートを提供します。以下に、Windows SharePoint Services バージョン 3 の導入によって組織にもたらされる 10 大メリットを示します。
1. 使いやすいコラボレーション ツールにより、チームの生産性が向上する
Windows SharePoint Services バージョン 3 は、人と必要な情報、人とリソースを結び付けます。ユーザーは、チーム用ワークスペースの作成、予定表の調整、ドキュメントの整理、およびコミュニケーション機能 (お知らせやアラートなど) による重要な通知や更新の受け取りを行うことができます。さらに、ブログや wiki を作成できる新しいテンプレートが追加されているほか、モバイル ユーザー向けの便利なオフライン同期機能も用意されています。 

2. ドキュメントを容易に管理し、内容に矛盾が発生するのを防ぐ
Windows SharePoint Services バージョン 3 では、ドキュメント管理機能が拡張されています。たとえば、編集前にドキュメントのチェックアウトを要求するオプション、ドキュメントの古いバージョンを参照できる機能、前のバージョンに復元する機能が用意されています。また、ドキュメント レベル、アイテム レベルで個別にセキュリティを制御することもできます。
3. ユーザーがすぐに使いこなすことができる
Windows SharePoint Services バージョン 3 では、ビューとメニューが改良され、SharePoint サイト内、SharePoint サイト間のナビゲーションが簡素化されるなど、ユーザー インターフェイスが改善されています。ユーザーにとって馴染みの深いビジネス ツール (Microsoft Office システムなど) と統合されるため、すぐに使いこなすことができます。たとえば、SharePoint サイトでのワークスペースの作成、ドキュメントの公開と編集、および予定表の確認と変更のすべてを Microsoft Office システムのファイルとプログラムだでけ行うことができます。 

4. ビジネス プロセスに合ったソリューションを展開できる
Windows SharePoint Services の標準ワークスペースは実装が容易ですが、よりカスタマイズした環境を必要とする組織は、特定のビジネス プロセスまたは複数のタスクに合ったアプリケーション テンプレートを使用することにより、迅速に業務を軌道に乗せることができます。 

5. 迅速かつ容易にコラボレーション環境を構築できる
管理性とスケーラビリティに優れた Windows SharePoint Services により、IT 部門は、コラボレーション環境をシンプルなシングルサーバー構成、または堅牢なエンタープライズ構成で構築することができ、管理に必要な時間と労力を大幅に節約できます。展開の設定を柔軟に変更できるため、事前のプランニングに必要な時間も少なくて済み、迅速に本格運用に移ることができます。
6. ビジネス情報のセキュリティ保護を簡素化する
IT 部門は Windows SharePoint Services の高度な制御機能により、情報リソースのセキュリティを強化する一方で、サイトのプロビジョニング、管理、およびサポートに要するコストと労力を軽減することができます。拡張された制御機能を、サイトのライフサイクル管理、サイトのメンバシップと権限の設定、ストレージ制限に生かすことができます。
7. 企業リソースのセキュリティをきめ細かく制御できる
IT 部門はドキュメント単位またはアイテム単位まで深くアクセス権限を設定することができ、サイト管理者、チーム、その他の作業グループは、事前設定されたパラメータ値の範囲内で自己処理コラボレーション ワークスペースとタスクの運用を開始することができます。IT 部門は新機能を使用してトップダウン型のポリシーを設定し、コンテンツの正確な復元や、ユーザー、グループ、チームの各作業スペースの管理労力の軽減を図ることができます。
8. 堅牢なストレージ機能により、ファイル共有のレベルを広げる
Windows SharePoint Services は、ワークスペースにドキュメントの格納と検索に関する諸機能 (チェックイン/チェックアウト、バージョン履歴、カスタム メタデータ、カスタマイズ可能なビューなど) を提供します。Windows SharePoint Services では新たにゴミ箱機能が追加されており、削除したコンテンツを簡単に元の場所に戻すことができ、バックアップ/リストア機能の改善につながっています。
9. コラボレーション ソリューションをビジネス ニーズに簡単に合わせることができる
Windows SharePoint Services の管理および設定に Web ブラウザやコマンドライン ユーティリティを使用することができるので、時間と手間を節約できます。サーバー ファーム、サーバー、およびサイトの管理には、多様な管理ソリューション (カスタム ソリューション、サードパーティ ソリューションなど) に対応する Microsoft .NET Framework バージョン 2.0 を使用できます。 

10. Web ベース アプリケーションの開発基盤を、高い費用対効果で実現する
Windows SharePoint Services は、ドキュメント管理とコラボレーションに使用できる共通のフレームワークを提供します。このフレームワークを使用すると、フレキシビリティとスケーラビリティに優れた Web アプリケーション、インターネット ソリューション、組織の特定のニーズに合ったインターネット サイトを構築することができます。Office SharePoint Server 2007 との統合により、レコードの管理、検索、ワークフロー、ポータル、パーソナライズド サイトなどの機能を全社規模で提供する機能がいっそう強化されています。
機能の概要
ここでは、Windows SharePoint Services バージョン 3 で追加および拡張された機能について説明し、これらの機能を理解して評価するうえで役立つ情報を提供します。このセクションには、Windows SharePoint Services バージョン 3 によるビジネス ソリューションのプランニング、開発、展開、管理に当たるすべての方々に役立つ内容を記載しています。
「Windows SharePoint バージョン 3 の機能ツアー」のセクションでは、各種演習問題を用意しています。これを使用して Windows SharePoint Services バージョン 3 の操作を体験してください。
コラボレーション
Windows SharePoint Services は、必要とする人物、ドキュメント、情報へのアクセス手段を提供して、適切な判断材料に基づいて決定を下し、業務を遂行することができるよう支援します。これにより、チームは常に接続され、生産性を維持することができます。
· コラボレーションとコミュニティ
· ドキュメントのライフ サイクル
· 使い慣れた Office アプリケーション
· コラボレーションに適したビジネス ソリューション
· アラート、仕事の通知、Really Simple Syndication (RSS) のサポート
· ユーザー インターフェイスとナビゲーション
	コラボレーションとコミュニティ

	機能領域
	機能

	標準のサイト テンプレート
追加
	Windows SharePoint Services バージョン 3 には、Microsoft Web サイトでダウンロードできるアプリケーション テンプレートの他に、次の標準サイト テンプレートが用意されています。Windows SharePoint Services のアプリケーション テンプレートの詳細については、「付録 B Windows SharePoint Services のアプリケーション テンプレート」を参照してください。
· チーム サイト
· ドキュメント ワークスペース
· 空白サイト
· ブログ
· Wiki
· 会議ワークスペース (5 種類)

	wiki
追加
	wiki は Windows SharePoint Services バージョン 3 に追加された新しいサイト テンプレートです。これを使用すると、個別の Web ページの作成、編集、リンク、復元が容易になります。wiki は、ブレインストーミング、知識ベースの管理、デザインおよびインストラクション ガイドの作成、または単なる情報収集などに利用できる、編集が容易なフォーマットのクリエイティブなフォーラムです。wiki では作成、修正、コメント書き込みの他、投稿や変更の追跡を簡単に行うことができます。
主な特長は次のとおりです。
· ページをすばやく手軽に作成できる
· リンクが自動的に処理され、手間がかからない
· バージョンの差分
· WYSIWYG (what you see is what you get) 環境での Web ページ編集
· SharePoint の既存機能 (検索、ナビゲーション、アラート、カスタム フィールド) を活用できる

	ブログ
追加
	ブログはユーザー個人またはチームに意見発表の場を提供するツールです。Windows SharePoint Services バージョン 3 のサイト テンプレートは、以下の機能をサポートしています。
· 記事の投稿
· 読者によるコメント書き込み
· アーカイブの参照
· RSS フィードの生成

	People and Groups 
リスト
追加
	People and Groups リストは、目的の人物の検索、人物とのコミュニケーション、人物とその人物に与えられている権限の管理を行うことのできる共通の場を提供します。新しい Person フィールド型に加えて、Department、"Office #"、および Area of Focus などのカスタム フィールドもサポートされています。Person フィールド型は人物の一覧のリッチな表示を作成します。一覧からユーザーを探すことのできる People Picker もサポートされています。
Member グループでは次のことが可能です。
· 複数のサイトにまたがるグループの再利用
· サイト メンバーの配布リスト

	予定表
拡張
	多彩なビュー、定期イベントと終日イベントのサポートの充実により、予定表の機能が拡張されました。

	電子メールの統合
追加
	電子メール経由で送信されたドキュメント ライブラリ、ディスカッション ボード、予定表、およびお知らせの新しい投稿を受信することができます。さらに、Windows SharePoint Services バージョン 3 では、カスタム電子メール ハンドラのサポートが強化されています。
Microsoft Exchange Server のパブリック フォルダと同様、電子メールを利用したディスカッション ボードは次の機能をサポートしています。
· スケーラビリティに優れたトピックベースのアーキテクチャ
· 新しい "スーパー リッチテキスト" フィールド型
· 電子メールと Web ベース ディスカッションの環境統合
· サイト作成時に Active Directory の配布リストも簡単な手順で作成可能
· SharePoint グループと Active Directory の管理機能の統合

	タスクの調整
追加
	新しい Project Tasks リスト テンプレートは、タスクの関連性や状況を視覚化するガント チャートなど、軽快なタスク管理機能を提供します。

	アンケート
拡張
	質問内容に条件分岐を設定できるようになりました。また、長いアンケート (年 1 回の従業員満足度調査や顧客アンケートなど) では、進行に応じて適当なところで改ページできます。 

	ドキュメントのコラボレーション
拡張
	SharePoint のドキュメント ライブラリに次のような改良が加えられました。
· ドキュメントのローカルなチェックアウト
· オフライン時、ドキュメント ライブラリを Outlook 2007 でサポート
· メジャー バージョンとマイナー バージョンの番号付けと追跡
· 複数のコンテンツ型をサポート
· ポリシー、監査、およびワークフロー
· ツリー表示をサポート。
これらの機能については、この「機能の概要」セクションの中で、後ほど詳しく説明します。

	懸案事項の追跡
拡張
	懸案事項追跡のテンプレートが更新され、Windows SharePoint Services バージョン 3 のバージョン管理機能とバージョン履歴格納機能が拡張されました。


	アラート、通知、RSS のサポート

	機能領域
	機能

	アラートのフィルタリング
追加
	より関連性の高いアラートに焦点を当てることのできるフィルタが追加されています。

	アラート情報の充実
拡張
	修正が加えられた項目に関して、アラートで扱うことのできる情報が増えました。

	アラートのカスタマイズ
追加
	カスタム フォーマッティング、イベント、アラートに使用できるプラットフォーム機能が追加されました。

	仕事の通知
拡張
	ユーザーが仕事に割り当てられると、そのユーザー宛に自動的に通知が送信されるようになりました。ユーザーがあらかじめ通知を登録して億必要はありません。

	RSS (Really Simple Syndication) フィード
追加
	Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 は、各 SharePoint リストの RSS フィードの統合を通じ、RSS 対応のプログラム (Internet Explorer 7、Outlook 2007 など) を利用した高効率の検索を可能にするメカニズムを提供します。


	使い慣れた Office アプリケーションとの統合

	機能領域
	機能

	Access 2007、Excel 2007、PowerPoint 2007、Word 2007 との統合
拡張
	Windows SharePoint Services バージョン 3 は、Web サービス群とドキュメントに説明されているアプリケーション インターフェイスを通じて、高性能のクライアント ツールと簡単に統合できます。これらの新しいツールは他の使い慣れた環境 (Microsoft Office システムなど) と似ているため、すぐに使いこなせるようになります。
たとえば、Microsoft Office Word、Microsoft Office Excel、Microsoft Office PowerPoint、Microsoft Office InfoPath、Microsoft Office Project、および Microsoft Office OneNote 2007 からは、SharePoint に格納されている情報を直接操作することができます。コンテンツを手作業でダウンロードする必要はありません。 
SharePoint サイトに格納されているドキュメントで作業を続ける一方で、ワークスペースを作成したり、ドキュメントを公開および編集したり、タスクを割り当てたりすることもできます。 

	Outlook 2007 のサポート
拡張
	Microsoft Office Outlook 2007 では、SharePoint サイトに格納されている予定表と連絡先一覧を参照したり、ドキュメントの編集と会議の調整を目的とするサイトを作成および管理したりすることができます。
Outlook 2007 と Windows SharePoint Services バージョン 3 では、次の機能が大幅に拡張されています。
· SharePoint 項目 (予定表、タスク、連絡先、ディスカッション、ドキュメント) への読み取り/書き込みアクセス
· ドキュメント ライブラリとリストのオフライン同期のサポート
· オフライン時にドキュメントをチェックアウトして編集可能
· 複数のリストとサイトにまたがる予定表とタスクのロールアップ
· 個人のタスクと SharePoint タスクを Outlook 2007 で参照可能

	SharePoint Designer 2007
追加
	Microsoft FrontPage の一部をベースとする Office SharePoint Designer 2007 は、サイトのカスタマイズを可能にするツールを提供します。また、コードを一切記述せずにレポーティング ツールとアプリケーション テンプレートを作成することができます。

	Office SharePoint Server 2007 のサポート
拡張
	Office SharePoint Server 2007 は、使い勝手に優れたサーバー アプリケーションの統合スイートです。メンバー個人やチーム全体の作業効率を高めるのに役立ちます。 
SharePoint Server 2007 では、全社レベルの既存機能 (レコードの管理、検索、ワークフロー、ポータル、パーソナライズド サイト、その他) を利用して知識の共有を促進し、サイトと人、そしてビジネス プロセスを結び付けることができます。
SharePoint Server 2007 は Windows SharePoint Services の機能をベースとして拡張したもので、SharePoint サイトでフレキシブルな組織管理ツールを使用したり、チームが組織全体に向けて情報を公開したりすることができます。


	ユーザー インターフェイスとナビゲーション

	機能領域
	機能

	操作感覚の統一
拡張
	Windows SharePoint Services バージョン 3 では多くの機能が追加および拡張されて、そのユーザー インターフェイスの統一性が高められており、ユーザーの操作感覚も統一されます。以下に、これらの機能について説明します。

	使用可能な機能のみを表示するインターフェイス
追加
	ユーザーの使用権限のある機能のみが表示されます。以前の Windows SharePoint Services バージョン 2 Service Pack 2 (V2 SP2) では、リンクをクリックするまではその機能を使用できるかどうかはわかりませんでした。

	自動ブレッドクラム バー
追加
	ナビゲーション コンテキストを表示して、そこが SharePoint サイト内のどこに当たるのかをユーザーに知らせます。

	クイック起動バー
拡張
	すべてのビュー ページに表示されるバー。簡単にカスタマイズできます。

	トップ ナビゲーション バー
拡張
	すべてのビュー ページに表示されるバー。簡単にカスタマイズできます。

	ビューの改良
拡張
	並べ替えとフィルタのインターフェイスが改良され、ページめくりの機能が追加されました。

	わかりやすい [操作] メニュー
追加
	[操作] メニューに、特定の SharePoint リストまたはドキュメント ライブラリに対して実行できるアクションの説明がタスクベースで表示されます。 

	簡素化された Web パーツのユーザー インターフェイス
拡張
	Web パーツの参照、選択、Web パーツ ページへの追加に関して、ユーザー インターフェイスがわかりやすく簡素化されました。Web パーツ カタログは、ページ移動形式が改められ、スクロール可能なリストになりました。

	アクセシビリティ
拡張
	Windows SharePoint Services バージョン 3 は、米リハビリテーション法第 508 条および W3C 勧告に準拠します。


	アプリケーション テンプレートと設定済みワークフロー

	機能領域
	機能

	アプリケーション テンプレート
拡張
	Windows SharePoint Services の標準ワークスペースは実装が容易ですが、よりカスタマイズした環境を必要とする組織は、特定のビジネス プロセスまたは複数のタスクに合ったアプリケーション テンプレートを使用することにより、迅速に業務を軌道に乗せることができます。
Windows SharePoint Services バージョン 3 では、新しいアプリケーション テンプレートのセットが用意されます。仕事の調整に焦点が当てられたこれらのテンプレートにより、設定済みのワークフローを複数利用することができます。アプリケーション テンプレートは、ビジネス プロセスと一連のタスクで Windows SharePoint Services を展開する基盤となります。ソリューション プロバイダのリッチなエコシステムでは、アプリケーション テンプレートをベースとして、そこから水平/垂直方向へとソリューションの奥行を広げています。 

アプリケーション テンプレートの詳細については、「付録 B Windows SharePoint Services バージョン 3 のアプリケーション テンプレート」を参照してください。


ストレージとセキュリティ
Windows SharePoint Services バージョン 3 では、ストレージとセキュリティの実装と管理に関する多くの機能が追加および拡張されています。以下にその例を示します。
1. リポジトリとメタデータ
2. セキュリティ
3. バージョン管理
4. 情報のリカバリ
5. インデックス生成と検索
	リポジトリとメタデータ

	機能領域
	機能

	ドキュメント ライブラリ
拡張
	SharePoint のドキュメント ライブラリに次のような改良が加えられました。
· ドキュメントのローカルなチェックアウト
· オフライン時、ドキュメント ライブラリを Outlook 2007 でサポート
· メジャー バージョンとマイナー バージョンの番号付けと追跡
· 複数のコンテンツ型をサポート
· ポリシー、監査、およびワークフロー
· ツリー表示をサポート
これらの機能については、この「機能の概要」セクションの中で、後ほど詳しく説明します。

	大きなリストとクロス リストのインデックス生成
追加
	大きなリストとクロス リストのパフォーマンスは、特定のリスト列のプロパティにインデックスを付けることで改善される可能性があります。これにより、Windows SharePoint Services バージョン 3 のリストはバージョン 2.0 と比べて能力とパフォーマンスが大幅に向上します。 

	メタデータ
拡張
	ユーザーは列のカスタム プロパティを使用してドキュメント ライブラリとリストを拡張することができます。 

Windows SharePoint Services バージョン 3 のリストのパフォーマンスとスケーラビリティが向上したことにより、リストやドキュメント ライブラリで実際に定義できる列プロパティの数を増やすことができます。

	スライド ライブラリのプラットフォームをサポート
追加
	Windows SharePoint Services バージョン 3 のリポジトリ機能は、Office SharePoint Server 2007 の機能であるスライド ライブラリのプラットフォームをサポートしています。スライド ライブラリにより、個々のスライドを SharePoint サイトに格納することができます。スライド ライブラリで選択したスライドから、PowerPoint 2007 のスライド デッキが自動的に作成されます。

	コンテンツ型
追加
	コンテンツ型は、組織内のドキュメント型の再利用可能な定義です。1 つのドキュメント ライブラリに複数のドキュメント型を持つコンテンツを保存できます。
1 つのコンテンツ型を使用して、以下に示すような属性を共有するドキュメントのグループを定義することができます。
· ドキュメント テンプレート
· [新規] ボタンの属性
· コンテンツ型の固有のメタデータ
· 共有列プロパティのテンプレート
· Office 2007 アプリケーションのカスタム InfoPath フォーム
· エンタープライズ定義ポリシー
· 共通ワークフロー
コンテンツ型は、従来のファイルの種類 (ファイルの物理フォーマットに対応する Word 文書や Excel シートなど) とは異なります。コンテンツ型は、機能の仕様、予算案のスプレッドシート、新製品のコンセプト プレゼンテーションなどのビジネス ドキュメントを定義および実装するために使用されます。

	ポリシー、監査、およびコンプライアンス
追加
	Windows SharePoint Services バージョン 3 のリポジトリは、以下に示すポリシー、監査、コンプライアンスの機能をサポートしています。このうち、アスタリスク付きの機能は Microsoft Office SharePoint Server 2007 がインストールされている場合のみ有効です。
· ドキュメントの有効期限と取り扱いに関するポリシー *
· 高度にカスタマイズ可能なポリシー
· 期限切れを判断するワークフロー プロセス
· アクセス制御とセキュリティ
· ドキュメントに対するアクセスのセキュリティを保護するために、ダウンロード時に適用される Information Rights Management ポリシー
· 追跡と監査
· サイト、コンテンツ、ワークフローに関するすべてのアクションのログオフ
· 正式な document-of-record リポジトリ *
· 会社で承認されているコンテンツ型を格納またはアーカイブするサイト

	ワークフロー対応のビジネス アプリケーション
追加
	Windows SharePoint Services バージョン 3 は Windows Workflow Foundation (WF) をホストして、ワークフロー ソリューションのカスタム作成と、ドキュメント ライブラリおよびリスト アイテムでの構造化ワークフローの使用を有効にします。Office SharePoint Designer 2007 を使用すると、Windows SharePoint Services バージョン 3 の Windows Workflow Foundation に対応したカスタム ワークフロー ソリューションを設計および設定することができます。
Office SharePoint Server 2007 ですぐに使用できるワークフロー テンプレート、および Windows SharePoint Services 向けの新しいアプリケーション ソリューション群は、Microsoft TechNet の Web サイトからダウンロードすることができます。

	ツリー表示のサポート
追加
	ツリー表示のコントロールがサポートされ、ファイル システムに似た方法でドキュメント ライブラリを移動できるようになりました。

	追加専用フィールドと複数値ルックアップ フィールド
追加
	追加専用フィールドは、フィールドにテキストを追加することはできても、フィールド内の既存のコンテンツを修正することはできません。これはログの記録や追跡に便利です。
複数値ルックアップ フィールドでは、他のリスト フィールドから複数の値を選択することができます。


	セキュリティ

	機能領域
	機能

	仮想サーバー セキュリティ ポリシー
追加
	認証ゾーンは SharePoint (IIS) 仮想サーバーで識別されます。同じコンテンツ (ドキュメント ライブラリとリスト) を複数のゾーン (たとえばインターネットとエクストラネット) で利用することもできます。アクセス制御リスト (ACL) には、認証プロバイダの異なるユーザーを混在させて登録することができます。

	プラガブル認証
追加
	認証ゾーンでは、Windows Basic、Digest、NTLM、Forms、および Kerberos の各認証方法が既定でサポートされいますが、それに加えて、プラガブルなカスタム認証プロバイダをサポートすることもできます。

	フォルダ単位、アイテム単位のアクセス制御
追加
	Windows SharePoint Services バージョン 3 は、グループまたはロール ベースのアクセス制御を、サイト、ドキュメント ライブラリ、リストから、個別のフォルダ、ドキュメント、およびリスト アイテムに拡張します。 


	バージョン管理

	機能領域
	機能

	アイテムのバージョン管理
拡張
	すべての SharePoint アイテムでバージョン管理がサポートされています

	バージョン履歴
拡張
	アイテムに加えられた変更の内容がバージョン履歴に表示されます。さらに、追加専用のコメント フィールドもサポートされました。

	メジャー バージョンとマイナー バージョンの追跡
拡張
	Windows SharePoint Services バージョン 3 では、メジャー バージョン番号とマイナー バージョン番号の追跡がサポートされています。


	情報のリカバリ

	機能領域
	機能

	ゴミ箱
追加
	誤って削除したアイテムを簡単に元の場所に戻すことができます。削除されてゴミ箱に移されたアイテムのライフサイクルを管理できる管理ツールも用意されています。

	VSS (Volume Shadow Copy Service) のバックアップ/復元のサポート
拡張
	Windows SharePoint Services のバックアップ/復元機能は、Windows Server 2003 の VSS (Volume Shadow Copy Service) 機能により拡張されています。


	インデックス生成と検索

	機能領域
	機能

	検索操作の統一
追加
	Windows SharePoint Services バージョン 3 と SharePoint Server 2007 は、一般的な Microsoft Search の実装を使用しています。管理者とユーザーは一般的な Microsoft Search と一般的なツールセットを設定および使用することができますが、Windows SharePoint Services バージョン 3 の検索は、各サイトまたはサイト コレクションの範囲に限定されます。


展開と管理
Windows SharePoint Services バージョン 3 では、シングル サーバーから小規模サーバー ファーム、巨大サーバー ファームに至るまで、幅広い構成をサポートできるよう展開と管理の機能が改善されています。これには次の機能領域があります。
· 迅速な展開
· 管理
· スケーラビリティ
· サイト モデル
Windows SharePoint Services バージョン 3 の管理機能の中でも特に重要なのが、ロールや権限のセキュアな委任を可能にする新しいポリシー フレームワークです。これに IT 管理要件を軽減し、サイト所有者とユーザーにさらなる自己処理機能の使用を許可します。  
	迅速な展開

	機能領域
	機能

	段階的アップグレードのサポート
追加
	大規模で複雑な環境では、アップグレードを段階的に進めることができます。

	移行
追加
	開発環境、ユーザー受容度テスト環境、試運転環境、実稼働環境など、さまざまな環境間での移行をサポートします。
移行には次の 4 つのモードがあります。
· full-all
· full-incremental
· partial-all
· partial-incremental
さらに、Windows SharePoint Services バージョン 3 には移行に関して、次の新機能が用意されています。
· コンテンツが忠実に移行される
· サイト コレクションから個別のリスト アイテムに至るまで、範囲を詳細に選択できる
· 競合を解決できる
· オブジェクト ID が保持される
· 依存関係
· ユーザーとセキュリティに関する情報
· Re-parenting 機能

	設定の管理
拡張
	Windows SharePoint Services バージョン 3 は、ASP.NET バージョン 2.0 のインフラストラクチャとサービスをベースに、Web 設定を一元管理できるオブジェクト モデルをサポートします。


	管理

	機能領域
	機能

	管理ユーザー インターフェイス
拡張
	Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 を導入したお客様からのフィードバックに基づいて、管理 Web ページの編成と設計が見直されています。

	委任
拡張
	Windows SharePoint Services バージョン 3 では、委任により、SharePoint サイトの所有者は、管理者権限をセキュアかつスケーラブルに一元管理することができます。

	Re-parenting
追加
	"Re-parenting" とは、SharePoint サイトの階層構造を動的に変更することのできる機能です。従来の Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 環境では、サイトのバックアップを作成してそのサイトを現在の場所から削除した後、SharePoint サイトの階層に組み込まれている新しい親サイトの下でリストアする必要がありました。

	プロビジョニング
拡張
	プロビジョニングは、次のような働きを持つ、Windows SharePoint Services バージョン 3 の主要コンポーネントです。
· ユーザーが独自のテンプレートを選択できるようにする。
· 共有 Web アプリケーションを定義する
SharePoint サイトのプロビジョニングには、次の 2 つの方法があります。
· サイト テンプレート (*.STP ファイル)。そのほとんどはユーザーが作成したもの
· サイト定義。開発者が作成し、Web サーバーのファイル システムに格納したもの。

	監視
拡張
	Windows SharePoint Services バージョン 3 では Microsoft Operations Management (MOM) パッケージにより、シングル サーバーから小規模サーバー ファーム、巨大サーバー ファームに至る構成を一元的に監視および管理することができます。 


	サイト モデル

	機能領域
	機能

	拡張可能なサイト/リストのテンプレート
拡張
	Windows SharePoint Services バージョン 3 では、サイトとリスト テンプレートを Office SharePoint Designer 2007 で編集することができます。

	サブサイトの昇格
追加
	既存のサブサイトは、所属する SharePoint サイト (SharePoint サイト コレクション) の論理階層内で昇格させることができます。

	クイック起動バーとトップ レベル ナビゲーションのカスタマイズ
拡張
	Windows SharePoint Services バージョン 3 のクイック起動バーとトップ レベル ナビゲーション バーは、順番を変えるのも管理するのも簡単です。

	ASP.NET バージョン 2.0 のサポート
追加
	Windows SharePoint Services バージョン 3 では、ASP.NET バージョン 2.0 の信頼性、スケーラビリティ、機能性を有効に利用できます。これには、ASP.NET バージョン 2.0 Web パーツ モデルのサポートと、Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 Web パーツとの下位互換性のサポートも含まれています。
SharePoint サイトの各 Web ページは ASP.NET バージョン 2.0 のマスタ ページを参照します。マスタ ページを通じて、SharePoint サイトの全ページのレイアウトとスタイルを一元管理することができます。サイト所有者は、各サイトに用意されているマスタ ページ ギャラリーを使用して、サイトの全ページの体裁をカスタマイズすることができます。


プラットフォームの拡張性
以下に示す機能領域は、Windows SharePoint Services バージョン 3 プラットフォームの拡張性を表すものです。この拡張性を利用して開発者は Windows SharePoint Services のビジネス ソリューションを作成、カスタマイズ、または拡張することができます。
詳細については、後述の「開発者の視点」のセクション、および、Windows SharePoint Services バージョン 3 の SDK を参照してください。SDK は Microsoft ダウンロード センター (http://www.microsoft.com/japan/downloads/) からダウンロードできます。 

開発者向けの新機能は次のカテゴリに分けられます。
· オブジェクト モデルと API (Application Programming Interfaces)
· フォーム
· 移行
	オブジェクト モデルと API (Application Programming Interfaces)

	機能領域
	機能の説明

	オブジェクト モデル
拡張
	Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 ではオブジェクト モデルにさまざまな修正が加えられていますが、そのすべてにおいて Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 2 SP 2 との下位互換性が維持されています。古いコードは引き続きコンパイルできますが、新しいオブジェクト モデルの階層では意図しない動作をする可能性もあります。
Administration オブジェクト モデル (Microsoft.SharePoint.Administration) は、完全にリファクタリングされ、高い拡張性が得られています。階層型のオブジェクト ストアが追加されました。

	拡張可能なフィールド型
拡張
	フィールド型を拡張して独自のコントロールを作成し、Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 のエンタープライズ データ構造を使用することができます。作成したコントロールは、リストまたはドキュメント ライブラリのシンプルなフィールドとして表示されます。 

	サイト列
拡張
	サイト列は、列の定義を再利用できる中心的モデルを提供します。サイト列を作成すると、その列を使用するすべてのリストに同じ定義が追加されるので、リストごとに列を作成するという単調な作業から解放されます。

	コンテンツ型の設定
拡張
	コンテンツ型は Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 全体で使用されている中心的概念の 1 つです。コンテンツ型の目的は、SharePoint コンテンツをよりわかりやすい形で整理することにあります。つまり、コンテンツ型とは、いくつかの設定を 1 つにまとめ、任意のカテゴリのコンテンツに繰り返し適用できるようにしたものです。コンテンツ型により、ドキュメントや項目の型のメタデータと動作を一括管理して再利用することができます。

	ゴミ箱
追加
	ゴミ箱、つまり削除の取り消し機能は、Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 に追加されたもう 1 つの重要な機能です。この機能はリストとドキュメント ライブラリの両方で使用することができます。
リスト項目が削除されるとトリガされるイベントは、複数のレベルに分かれています。まず、削除された項目は Web レベルのゴミ箱に移されます。ここに置かれた項目は、適切な権限を与えられているユーザーであればだれでも元の場所に戻すことができます。このゴミ箱からも削除された項目は、第 2 レベルのゴミ箱に移され、サイト管理者の制御下に置かれます。

	RSS フィード
追加
	Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 は、各 SharePoint リストの RSS フィードの統合を通じ、RSS 対応のプログラム (Internet Explorer 7、Outlook 2007 など) を利用した高効率の検索を可能にするメカニズムを提供します。

	リストのフォルダ機能
追加
	Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 のフォルダ機能がリストでも利用できるようになりました。フォルダにより、1 つのリストの中でコンテンツを細かく整理し、さまざまな目的に使用することができます。

	フォルダのメタデータ
拡張
	ユーザーと開発者がフォルダにメタデータを割り当てることができるようになりました。これにより、子コンテンツを含めることができる、単なるコンテナには見えないリッチなコンテンツ フォルダを作成することができます。フォルダは事実上、完全に独立して機能するアイテム型として使用できます。

	リストのインデックス生成
追加
	列のインデックスを生成し、別のデータベースにシンプルな "名前/値" ペアとして格納することにより、大きなリストの中にある特定のアイテムへのアクセスが格段に効率化されます。このようなパフォーマンスの向上により、SharePoint リストは真のデータ ストアとして、外部アプリケーションとシンプルなチームサイトをサポートします。

	クロスリスト クエリ
追加
	クロスリスト クエリでは、SPQuery オブジェクトを使用して Web またはサイト コレクション内のすべてのリストを問い合わせることができます。以前は、親オブジェクトをあたって SPList のコレクションを収集し、リストに問い合わせて項目を取得した後、複数のリストからリスト項目のコレクションを作成する必要がありました。

	リスト項目の拡張
拡張
	Windows SharePoint Services バージョン 3 では、リスト項目関連の次の機能が拡張されています。
· 項目単位、フォルダ単位でセキュリティの設定が可能
· バージョン管理
· チェックアウトによる保護
開発者向けの詳細情報については、この評価ガイドの後半の「開発者の視点」セクションと Windows SharePoint Services バージョン 3 の SDK を参照してください。

	ワークフロー
追加
	Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 のワークフローでは、SharePoint Products and Technologies の項目にビジネス プロセスを添付することができます。このプロセスでは、SharePoint Products and Technologies の項目のほぼすべての要素 (ライフ サイクルなど) が制御可能です。たとえば、特定のユーザーにドキュメントを回覧して承認を求めるというシンプルなワークフローを作成することができます。

	プロパティ バッグ
追加
	主要なオブジェクト (SPWeb、SPFile、SPFolder、SPListItem) でプロパティ バッグがサポートされました。

	Web サービスの拡張
拡張
	Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 では、一部の既存 Web サービスが拡張され、Lists、SiteData、UserGroup、WebPartPagesWebService、および Webs の各サービスを通じて提供されるメソッドの数が増えています。詳細については、この評価ガイドの後半の「開発者の視点」セクションと Windows SharePoint Services バージョン 3 の SDK を参照してください。

	変更ログ
追加
	変更ログは Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 のリポジトリ ストレージ機能の 1 つで、項目に加えられた変更を追跡するサービスを提供します。Windows SharePoint Services と外部アプリケーションの間でデータを同期させる場合などに役立ちます。
たとえば、Office Outlook 2007 も、オフラインでアクセスするドキュメントとリストの項目を変更ログに基づいて同期させる外部アプリケーションの 1 つです。

	イベントの拡張
拡張
	イベントには、大きく分けて次の 2 つのカテゴリがあります。
· リスト イベント。リスト項目およびリスト列の変更、追加、削除 (スキーマの変更) を含むコア イベント。
· シンプル サイト イベント。サイトおよびサイト コレクションの削除。
イベントには先に同期されるイベントと後で同期されるイベントがありますが、その違いは名前で識別できます。前者の名前は "XYZing"、後者の名前は "ABCed" などとなっています。

	ジョブ サービス
新追加
	Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 のジョブ サービスは、以下のようなタイミングで実行するジョブの設定機能を提供します。
· 定義した間隔が経過した後
· 特定期間 (時間、日、週、月、年単位) の途中
ジョブ サービスはさらに、Web のフロント エンドから出されるサイト作成要求に基づいて、ファーム内のサーバーに作業内容を配布する機能も提供します。1 回限りのジョブは、インデックス サーバーで条件が整いしだい、実行されることがあります。

	"フィーチャー" のフレームワーク
追加
	Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 には、"フィーチャー" という新しい構造が使用されています。"フィーチャー" とは、エンド ユーザー指向のコンテナで、その中に 1 つまたは複数のエレメントを格納することができます。"エレメント" とは、Windows SharePoint Services における最小構造単位です。
"フィーチャー" は既存の SharePoint 構造と同様の XML 形式で定義されます。1 つの "フィーチャー" につき、1 つの XML ファイル セットが定義されます。Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 のサイト定義に以前に含まれていた多くの項目は、エレメントとして扱われます。
Windows SharePoint Services バージョン 3 では、SharePoint サイト定義は "フィーチャー" リスト、レイアウト ページ、およびマスタ ページに変換されます。これにより、テンプレートに基づくサイトは、どれも他のサイトのテンプレートを使用して変換することができます。


	フォーム

	機能領域
	機能の説明

	XML 業界標準のサポート
拡張
	Office InfoPath 2007 では、収集するデータの構造を制御するために定義した XML スキーマに基づいてフォームを作成することができます。 


	移行

	機能領域
	機能の説明

	Migration API (Application Programming Interface)
追加
	Windows SharePoint Services バージョン 3 は、アップグレードと移行に必要な新しい Microsoft.SharePoint.Upgrade 名前空間をサポートしています。詳細については、Windows SharePoint Services バージョン 3 の SDK を参照してください。


アーキテクチャの概要
このセクションでは、Windows SharePoint Services バージョン 3 の主要コンポーネントを取り上げ、これらのコンポーネントの相互関係、および Office SharePoint Server 2007 により実装される追加機能のサポート方法について説明します。
Windows SharePoint Services バージョン 3 は、Microsoft SharePoint Products and Technologies の Platform Services and Collaboration 機能領域を実装する多目的テクノロジ プラットフォームです。Office SharePoint Server 2007 は、Windows SharePoint Services バージョン 3 のテクノロジ群の最上位に位置し、次のようなアプリケーションとサービスを提供します。
· ポータル
· 検索
· Enterprise Content Management (ECM)
· ビジネス プロセス
· ビジネス インテリジェンス
このアーキテクチャを図 1 に示します。
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 SHAPE  \* MERGEFORMAT 図 1. Microsoft SharePoint Products and Technologies のアーキテクチャ
オペレーティング システムとデータベース サービス
Windows SharePoint Services バージョン 3 の土台となっているのは、Windows Server 2003 Service Pack 1 (SP1) および SQL Server™ 2005 (および SQL Server 2000) が提供するテクノロジとサービスです。
コア部分と開発プラットフォームのオペレーティング システム サービスは、次のような構成になっています。
· Microsoft .NET Framework バージョン 2.0 (構成は次のとおり)
ASP.NET バージョン 2.0 のマスタ ページ、コンテンツ ページ、および Web パーツ
· パーソナライゼーション、メンバシップ、ナビゲーション、セキュリティ用のプラガブルなサービス プロバイダ モジュール
· データベース アクセス サービス
· Internet Information Server (IIS)
· Windows Workflow Foundation (WF)
· Windows デスクトップのインデックス生成および検索サービス
SQL Server は、Windows SharePoint Services バージョン 3 で使用されるすべてのコンテンツ、データ、設定情報を格納できるリレーショナル データベースです。その中には、SQL Server 2000 Microsoft Data Engine Windows Edition (WMSDE) が既定のパーツとして含まれています。SQL Server 2000 と SQL Server 2005 のどちらも使用できますが、SQL Server 2005 の使用をお勧めします。
Windows SharePoint Services バージョン 3
Windows SharePoint Services バージョン 3 は、Windows Server 2003 および Microsoft SQL Server のオペレーティング システムとデータベース サービスを土台として動作し、ワークグループ向けのチーム サイトから大企業のポータル ソリューション (10 万超のユーザー)、さらにはインターネット ポータル (数百万人のユーザー) に至る幅広いサポート要件に対応します。
Windows SharePoint Services バージョン 3 のプラットフォームが提供する次の機能は、セキュリティ、スケーラビリティ、信頼性、パフォーマンスに優れています。
· ストレージ
· セキュリティ
· 管理
· 展開
· サイト モデル
· 機能拡張
さらに、Windows SharePoint Services バージョン 3 には、次のような基本コラボレーション機能が用意されています。
· ドキュメントの共同作業
· wiki およびブログ
· Really Simple Syndication (RSS) のサポート
· ディスカッション ボード
· プロジェクト作業の管理
· 連絡先、予定表、タスク
· 電子メールの統合
Office 2007 クライアント アプリケーションとの統合
· SharePoint のリストとドキュメント ライブラリのオフライン サポート (Office Outlook 2007 をオフライン クライアント アプリケーションとして使用)
評価サーバーのインストール
注 : 以下の記述はプレリリース版のソフトウェア製品に関する暫定的なものです。内容に不備があったり、修正が加えられたりする場合があります。 

注 : セットアップ実行時に [Farm] オプションを使用すると、Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 と一緒に、数分程度の所要時間で専用の Microsoft SQL Server データベースをインストールすることができます。
注 : Windows SharePoint Services に必要なデータベースのサイズは、サーバーでサポートする Web サイトの数とサイズによって異なります。
シングル サーバー環境への Windows SharePoint Services 3.0 の展開
Microsoft Windows SharePoint Services を最も迅速に開始する方法は、これをシングル サーバーにインストールすることです。これにより、複数の Web サイトをサポートする小規模の環境をわずかな手順でセットアップすることができます。Windows SharePoint Services をシングル サーバーにインストールする場合、次のオプションのどちらかを選択することができます。
セットアップ時に [Single Server] オプションを指定する。Windows SharePoint Services をインストールすると共に、SQL Server 2000 Microsoft Data Engine Windows Edition (WMSDE) を使用して作業用の Web サイトを開設することができます。所要時間は数分程度です。 

デフォルト設定を使用して Windows SharePoint Services をインストールすると、WMSDE が自動的にインストールされます。そして、WMSDE により、Web サイトに必要なデータベースが作成されます。データベースの作成に必要な設定手順はこれだけです。このインストール シナリオを使用した場合、わずかなオーバーヘッドで複数の Web サイトをサポートすることができます。
· セットアップ時に [Farm] オプションを指定する。Windows SharePoint Services をインストールし、既存の Microsoft SQL Server 2000 Service Pack 3 以降を利用できるように設定します。 

このインストール シナリオでは、より多くの Web サイトをサポートすることができます。ただし、このシナリオを使用する場合は、SQL Server と Windows SharePoint Services を連携させるために必要な設定手順を実行する必要があります。サポートする大規模かつアクティブな Web サイトの数が 10 を超える場合は、WMSDE の代わりに SQL Server を使用することを検討してください。また、リモート サーバーで SQL Server を使用して大規模サイトに対処することもできます。 

注 : Windows SharePoint Services に必要なデータベースのサイズは、サーバーがサポートしている Web サイトの数とサイズによって異なります。最小推奨サイズは 200 MB です。
注 : このドキュメントでは、[Single Server] オプションを選択して、Windows SharePoint Services と WMSDE をインストールする方法について説明します。
ハードウェア/ソフトウェア要件
Windows SharePoint Services をインストールして設定する前に、ハードウェア要件とソフトウェア要件が満たされているかを確認する必要があります。
Windows SharePoint Services バージョン 3 の推奨ハードウェア要件とソフトウェア要件については、「付録 A ハードウェア/ソフトウェア要件」を参照してください。
Windows SharePoint Services をインストールする前に
Windows SharePoint Services をインストールする前に、インターネット インフォメーション サービス (IIS)、Microsoft .NET Framework バージョン 2.0、および Windows Workflow Foundation をインストールし、設定しておく必要があります。これらの前提製品のインストールと設定の手順は次のとおりです。
サーバーを Web サーバーとして設定する
既定では、Windows Server 2003 の IIS は有効化されていません。サーバーを Web サーバーとして設定するには、IIS を有効にする必要があります。
IIS を有効化し、IIS 6.0 ワーカー プロセス分離モードに設定する
6. [スタート]、[すべてのプログラム]、[管理ツール]、[サーバーの役割管理] の順にクリックします。 

7. [サーバーの役割管理] ページで [追加] をクリックするか、ロールを削除します。 

8. [準備作業] ウィンドウで [次へ] をクリックします。 

9. [サーバーの役割] ウィンドウで [アプリケーション サーバー (IIS、ASP.NET)] をクリックし、[次へ] をクリックします。 

10. [Web Application Server Options] ウィンドウで、[Enable ASP.Net] を選択し、[次へ] をクリックします。 

11. [Summary of Selections] ウィンドウで [次へ] をクリックします。 

12. [このサーバーはアプリケーション サーバーになりました] ウィンドウで [完了] をクリックします。  

13. [スタート]、[すべてのプログラム]、[管理ツール]、[インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャ] の順にクリックします。 

14. インターネット インフォメーション サービス マネージャが表示されたら、サーバー名の横のプラス記号 (+) をクリックし、[Web サイト] フォルダを右クリックして [プロパティ] を選択します。 

15. [プロパティ] ダイアログ ボックスの [サービス] タブをクリックします。 

16. [プロセス分離モード] セクションの [IIS 5.0 プロセス分離モードで WWW サービスを実行する] チェック ボックスがオフになっていることを確認し、[OK] をクリックします。 

注 : [IIS 5.0 プロセス分離モードで WWW サービスを実行する] チェック ボックスがオンになっているのは、Microsoft Windows 2000 Server の IIS 5.0 から Windows Server 2003 の IIS 6.0 にアップグレードした場合のみです。新しい IIS 6.0 では、既定で IIS 6.0 ワーカー プロセス分離モードが使用されます。
Microsoft .NET Framework バージョン 2.0 をインストールする
Windows SharePoint Services には .NET Framework バージョン 2.0 が必要です。以下の手順に従って、.NET Framework をインストールしてください。
.NET Framework バージョン 2.0 をダウンロードしてインストールする
1. Microsoft ダウンロード センター Web サイトから [Microsoft .NET Framework Version 2.0 再頒布可能パッケージ (x86)] ページに移動して、[ダウンロード] をクリックし、次に [実行] をクリックして dotnetfx.exe をインストールします。
2. [Welcome to Microsoft .NET Framework version 2.0 Setup] ページで [次へ] をクリックします。 

3. [使用許諾契約書] ページのライセンス契約を読み、[I accept the terms of the License Agreement] チェック ボックスをオンにして [インストール] をクリックします。 

注 : エラー メッセージが表示され、Download プロセスを終了するよう指示された場合は、[Ignore] をクリックしてインストールを続行してください。
4. [セットアップの完了] ページの [完了] をクリックします。 

IIS で ASP.NET バージョン 2.0 が有効化されていることを確認する
1. [スタート]、[すべてのプログラム]、[管理ツール]、[インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャ] の順にクリックします。 

2. インターネット インフォメーション サービス マネージャが表示されたら、サーバー名の横のプラス記号 (+) をクリックし、[Web サービス拡張] フォルダをクリックします。 

3. [Web サービス拡張] ウィンドウで、ASP.NET バージョン 2.0.50727 が有効になっていることを確認します。 

IIS で ASP.NET バージョン 2.0 を有効にする
既存の IIS Web サイトを使用して Windows SharePoint Services を運用する場合、その Web サイトでは ASP.NET バージョン 2.0 を有効にする必要があります。セットアップ プロセスで新しい IIS Web サイトを作成するよう選択した場合、その新しい IIS Web サイトでは ASP.NET バージョン 2.0 が自動的に設定されるので、この手順を実行する必要はありません。
1. [スタート]、[すべてのプログラム]、[管理ツール]、[インターネット インフォメーション サービス (IIS) マネージャ] の順にクリックします。 

2. IIS マネージャが表示されたら、ASP.NET バージョン 2.0 の使用を有効にする Web サイトを探します。 

3. その Web サイトを右クリックし、[プロパティ] をクリックします。 

4. [ASP.NET] タブの ASP.NET バージョン ボックスで 2.0.50727 を選択します。
5. [適用] をクリックし、[OK] をクリックします。 

IIS を再起動する
1. [スタート] ボタンをクリックし、[ファイル名を指定して実行] をクリックします。 

2. [名前] ボックスに「cmd.exe」と入力し、[OK] をクリックします。 

3. コマンド プロンプトで「iisreset.exe」と入力し、Enter キーを押します。 

4. 「exit」と入力して Enter キーを押し、コマンド プロンプトを終了します。 

Windows Workflow Foundation をインストールする
Windows SharePoint Services 3.0 には Windows Workflow Foundation が必要です。以下の手順に従って、Windows Workflow Foundation をインストールしてください。
Windows Workflow Foundation をインストールする
1. 2007 Office system Technical Beta BetaPlace サイトの [Additional Downloads] セクションから WinWF_3.0_x86.msi をダウンロードし、実行します。 

注 : Windows Workflow Foundation は、Microsoft ダウンロード センター (http://www.microsoft.com/japan/downloads/) からダウンロードし、インストールすることもできます。ダウンロードの際は、Windows Workflow Foundation のベータ バージョン 2 を選択してください。
Windows Workflow Foundation がインストールされます。
Windows SharePoint Services と WMSDE のインストール
スタンドアロンのシングル サーバーにインストールする場合は、Setup プログラムを実行して [Single Server] オプションを選択し、すべての既定値を受け入れることができます。既定では、Setup プログラムを実行すると WMSDE も一緒にインストールされます。
Windows SharePoint Services と WMSDE をインストールする
1. 製品ダウンロードで wssv3.exe を実行します。[Note: In the WSS V3 Beta 1 Technical Refresh, this executable file is named SharePoint_setupEN.exe.]
2. ファイルが展開され、Setup が実行されます。
3. [使用許諾契約書] ページのライセンス契約を読み、[I accept the terms of this agreement] チェック ボックスをオンにして [続行] をクリックします。 

4. [Installation Types] ページで [Single Server] をクリックします。 

5. Setup が実行され、Windows SharePoint Services と WMSDE がインストールされます。
6. [Welcome to SharePoint Products and Technologies] ページで、[次へ] をクリックします。 

7. 設定中にインターネット インフォメーション サービス、SharePoint Administration Services、および SharePoint Timer Service の再起動またはリセットが必要であることを通知するメッセージ ボックスが表示されます。
8. [はい] をクリックして続行し、SharePoint Products and Technologies Configuration ウィザードを起動します。 

9. SharePoint Products and Technologies Configuration ウィザードが実行され、Windows SharePoint Services が既定のオプションで設定されます。
10. [Configuration Successful] ページの [完了] をクリックします。 

新しい SharePoint サイトのホーム ページが表示されます。 

アクセス拒否のエラー メッセージが表示された場合は、ユーザー名とパスワードを入力することで、ホーム ページにアクセスできることがあります。 

プロキシ サーバーのエラー メッセージが表示された場合は、そのサイトを信頼済みサイトの一覧に追加するか、ローカル アドレスへのアクセスに関してはプロキシ サーバーを迂回するよう設定することで、ホーム ページにアクセスできることがあります。これらの設定方法については次の手順で説明します。
11. [セットアップの完了] ページの [閉じる] をクリックします。 

信頼済みサイトの一覧に SharePoint サイトを追加する (必要な場合)
1. Internet Explorer の [ツール] メニューの [インターネット オプション] をクリックします。 

2. [セキュリティ] タブの [Web コンテンツのゾーンを選択してセキュリティのレベルを設定する] ボックスで、[信頼済みのサイト] をクリックし、[サイト] をクリックします。 

3. [このゾーンのサイトにはすべてサーバーの確認 (https:) を必要とする] チェック ボックスをオフにします。 

4. [次の Web サイトをゾーンに追加する] ボックスにサイトの URL を入力し、[追加] をクリックします。
5. [このゾーンのサイトにはすべてサーバーの確認 (https:) を必要とする] チェック ボックスをオンにします。 

6. [閉じる] をクリックして [信頼済みサイト] ダイアログ ボックスを閉じます。 

7. [OK] をクリックして [インターネット オプション] ダイアログ ボックスを閉じます。 

8. Internet Explorer のツール バーの [更新] をクリックします。 

それでもページが表示されず、プロキシ サーバー エラーになる場合は、次の手順を実行してください。
ローカル アドレスへのアクセスに関してプロキシ サーバーを迂回する設定にする (必要な場合)
1. Internet Explorer の [ツール] メニューの [インターネット オプション] をクリックします。 

2. [接続] タブの [ローカル エリア ネットワーク (LAN) の設定] 領域で、[LAN の設定] をクリックします。 

3. [プロキシ サーバー] 領域で、[ローカル アドレスにはプロキシ サーバーを使用しない] チェック ボックスをオンにします。 

4. [OK] をクリックして、[ローカル エリア ネットワーク (LAN) の設定] ダイアログ ボックスを閉じます。 

5. [OK] をクリックして、[インターネット オプション] ダイアログ ボックスを閉じます。 

6. Internet Explorer のツール バーの [更新] をクリックします。 

Windows SharePoint Services と WMSDE をインストールした後の手順
Setup が終了すると、Windows SharePoint Services により拡張された新しい Web サイトができます。ブラウザ ウィンドウを開くと、新しい Web サイトのホーム ページが表示され、コンテンツの追加、サイトのカスタマイズ、または管理オプションの設定 (サーバー管理による) に取りかかることができます。新しいサイトを使用できるようにするには、次の作業を行います。
· サイトにユーザーを追加する 

· サイトのホーム ページ、その他のページをカスタマイズする 

· リストまたはドキュメント ライブラリを作成し、コンテンツを追加する 

さらに、SharePoint サーバー管理を使用してサーバーの追加設定を行うこともできます。たとえば、次のようなことが可能です。
· 受信電子メールの設定。電子メールを介して SharePoint サイトにコンテンツを送信、または SharePoint サイトのメンバー全員に対して電子メール メッセージを送信できるようにします。 

· 電子メールの通知設定。登録ユーザーに対して、サイトに加えられた修正を電子メールで通知することができます。 

· アンチウイルス保護の設定。Windows SharePoint Services 対応のアンチウイルス アプリケーションがインストールされている場合、SharePoint サイトにアップロードするドキュメント、または SharePoint サイトからダウンロードしたドキュメントをスキャンするよう設定することができます。 

これらの設定の詳細については、SharePoint サーバー管理のホーム ページのタスク一覧を参照してください。
SharePoint サーバー管理を開く
1. サーバー コンピュータで [スタート] をクリックし、[すべてのプログラム] をポイントします。次に [管理ツール] をポイントし、[SharePoint 3.0 のサーバー管理] をクリックします。
Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 から Windows SharePoint Services バージョン 3 ベータ 1 へのアップグレード
注 :
· 以下の記述はプレリリース版のソフトウェア製品に関する暫定的なものです。内容に不備があったり、修正が加えられたりする場合があります。
· ベータ 2 がリリースされた場合は、Windows SharePoint Services バージョン 3 ベータ 2 へのアップグレードに関する詳細情報を公開します。以下の説明は、Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 から Windows SharePoint Services バージョン 3 ベータ 1 へのアップグレードのみを対象としています。
重要 :
今回の Beta リリースから Windows SharePoint Services バージョン 3 の後継ベータ リリースまたは RTM (Release to Manufacturing) リリースへのアップグレードについては、サポート対象外となっています。 
この手順は運用環境では実行しないでください。
Windows SharePoint Services バージョン 3 の今回のベータ リリースでは、次の項目はアップグレードできません。
· Windows SharePoint Services バージョン 3 の非英語版環境。英語版環境のみアップグレード可能です。
· データ ストレージに SQL Server 2000 Microsoft Data Engine Windows Edition (WMSDE) を使用しているシングル サーバー環境。アップグレードは SQL Server 2000、SP3 以降を使用している場合のみ可能です。
· 検索設定。アップグレードが完了したら、検索設定はすべて再設定する必要があります。
他のアプリケーション (SharePoint Portal Server 2003 など) がインストールされている Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 環境。他のアプリケーションのアップグレード方法については、メーカーにお問い合わせください。
· カスタム サイトの定義に基づいて作成されたサイト。これらのサイトは、アップグレード プロセスではスキップされます。
今回のベータ リリースでは、以下の点に関してはサポートされていません。
· Windows SharePoint Services バージョン 3 は SQL Server 2005 との組み合わせで完全にテストされたわけではありません。以下の手順ではカバーされない問題が発生する可能性もあります。
· Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 からアップグレードされた Web アプリケーションでは、検索機能はサポートされていません。
· カスタム サイトの定義に基づいて作成された Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 サイトからアップグレードされたサイトの使用。 

このプロセスの手順とフローは、今後のリリースでは変更されます。
用語解説
· ソース ファーム :アップグレードするデータとサイトが展開されている Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 環境。
· ターゲット ファーム :ソース ファームとは別の 1 つまたは複数のマシンで構成される Windows SharePoint Services バージョン 3 環境。ここに、アップグレードされたデータとサイトが展開されます。
推奨ハードウェア
ターゲット ファームに適した最新の推奨ハードウェアについては、ベータ ドキュメンテーションを参照してください。アップグレードには、Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 の最大データベースの 2 ～ 3 倍の空き領域がハード ディスクに必要です (たとえば、100 GB のデータベースが 1 つある場合、ターゲット ファームの SQL Server マシンには、300 GB の空き領域がハード ディスクに必要です。)。
アップグレードの手順
1. ソース ファームのデータの準備および収集
1. プリアップグレード スキャン ツールを実行して、ソース ファームのデータを収集します。アップグレードに必要な Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 のデータは、ツールを実行して準備します。このプリアップグレード スキャン ツールは、BetaPlace でダウンロードできます (「ベータ 1 のダウンロード」のセクションを参照)。このツールをダウンロードして、ソース ファームのフロントエンド Web サーバー上のディレクトリに保存します。このツールの準備を整えて実行する手順は次のとおりです。
· フロントエンド Web サーバー上に新しいフォルダを作成し、そこにダウンロード パッケージを保存します。
· ダウンロード パッケージを展開して、ファイルを取り出します。
· コマンドラインで prescan.exe を実行します。
· この処理に必要な時間はソース ファーム上のコンテンツの量によって異なります (数分ですむこともあれば、数時間かかることもあります)。
· プリスキャンが完了したら、%temp% ディレクトリのログ ファイルと xml ファイルをチェックし、エラーが発生していないか確認します。
· PreUpgradeReport_xx_Summary を調べて、unghosted ページが含まれているサイトを確認します。 
· unghosted ページが存在するサイトについては、すべてのカスタマイズ内容 (ナビゲーション スタイル、カスタム コントロールなど) がアップグレード中に保存されます。アップグレード後、これらのサイトをチェックして、デフォルト テンプレートにリセット (reghost) するかどうかを判断します。
· PreUpgradeReport_xx_Log を調べて、アップグレードできないサイト コレクションおよびサイト (壊れているサイト) を確認します。
2. SQL Enterprise Manager を使用して、SharePoint サイトに関連付けられているデータベースをバックアップします。
注 : このアップグレードでは、Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 の設定データベースはコピーまたはアップグレードされません。
3. 他のソリューションまたは設定をバックアップします。
アップグレード後のサイトで必要なカスタム ソリューションや IIS 設定については、データベースには格納されないため、コピーを作成するか控えを取っておき、アップグレード後に再度適用する必要があります。
2. ターゲット ファームの準備
1. ターゲット ファームで使用する設定 (SQL Server のシングル サーバー、スモール ファーム、ミディアム ファームなど) を選択します。
2. BetaPlace の指示に従って、必要なファーム設定をセットアップします。
3. ベータ ドキュメンテーションの指示に従って配置内容を設定し、コンテンツ Web アプリケーション (ポート 80) の設定にします。この手順は後のアップグレード プロセスで実行します。
注
· データ ストレージ システムとして、フル バージョンの SQL Server を使用する必要があります。つまり、Setup 実行時、[Single Server] を選択せず、指示に従ってサーバーファーム (1 つまたは複数のサーバーを使用) を設定してください)。
· Setup 実行中に、データベース アクセス アカウントの入力を要求された場合は、ソース ファームと同じアカウントを入力してください。
· ターゲット ファームでは、どのマシンにおいても Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 (前のバージョン) は実行に必要ありません。
4. ベータ ドキュメンテーションの指示に従って配置内容を設定し、コンテンツ Web アプリケーション (ポート 80) の設定にします。この手順は後のアップグレード プロセスで実行します。
3. アップグレード手順の実行
1. SQL Enterprise Manager を使用してソース ファームのバックアップをリストアし、ターゲット ファームの SQL Server のバックアップをリストアします。 

2. リストアしたコンテンツ データベースごとに SQL Analyzer を使用して次のスクリプトを実行し、SQL のフル テキスト検索を有効にします。各データベースのサイズによっては、この処理に数分程度かかることもあります。
EXEC sp_fulltext_database N'enable'
ALTER DATABASE <データベース名> SET ARITHABORT ON
3. Web アプリケーションを作成します。
[コマンド プロンプト] ウィンドウを開き、<OS が格納されているドライブ>:\Program Files\Common Files\Microsoft Shared\Web server extensions\12\BIN へ移動します。
· 次のコマンドを実行します。(注 : ポート番号を省略すると、デフォルトの 80 が使用されます)
stsadm -o extendvs -url http://<サーバー名>:<ポート番号> -ownerlogin <ドメイン\名前> -owneremail <someone@example.com> -exclusivelyusentlm -databaseserver <データベース サーバー> -databasename <新しいコンテンツ データベース名> -apcreatenew –apidname <アプリケーション プール名> -apidtype configurableid -apidlogin <ドメイン\名前> -apidpwd <アプリケーション プール パスワード> –donotcreatesite
4. 次のコマンドを実行してインクルードを設定し、Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 で使用していたインクルードを再現します。 

stsadm.exe -o addpath -url <URL:ポート番号>/<インクルード名> -type <wildcardinclusion OR explicitinclusion>
注 : ポート番号は手順 3 と同じ番号を指定します。
5. 次のコマンドを実行してサービスを停止します。
sc config "SPTimer" Start= Demand
sc config "SPAdmin" Start= Demand

sc config "SPSearch" Start= Disabled

net stop "SPTimer"

net stop "SPAdmin"

net stop "SPSearch"

6. 次のコマンドを実行してコンテンツ サーバーを追加します (ポート番号は手順 3 と同じ番号を指定します)。
stsadm.exe -o addcontentdb -url <URL:ポート番号> -databasename <コンテンツ データベース名>
7. アップグレード処理が開始されます。
ここで、データベースのアップグレードが開始されます。データベースのサイズによっては、この処理に数時間程度かかることもあります。アップグレードの状況はログ ファイル (%temp% ディレクトリの WSSUpgrade.log) に記録されます。 

アップグレードが完了したら、このログ ファイルをアーカイブ ロケーションにコピーしておいてください。トラブルシューティングに役立つことがあります。
アップグレードが正常に完了したら、次の手順に進みます。アップグレードが失敗したら、アップグレードのログ ファイルを BetaPlace 経由でニュースグループに提出し、サポートを受けてください。
8. 次のコマンドを実行してサービスを手動開始します。
sc config "SPTimer" Start= auto

sc config "SPAdmin" Start= auto

sc config "SPSearch" Start= auto

net start "SPTimer"

net start "SPAdmin"

net start "SPSearch"

4. ポストアップグレード手順の実行
手順 1c で説明した Web パーツやカスタム コードなどのコンポーネントがある場合は、ここで Windows SharePoint Services バージョン 3 サーバーにインストールします。
Windows SharePoint Services バージョン 3 の機能ツアー
Microsoft Windows SharePoint Services は、Microsoft Windows Server 2003 に含まれている多目的テクノロジであり、さまざまな規模の組織やビジネス ユニットがビジネス プロセスの効率とチームとしての生産性を向上させるのに役立ちます。Windows SharePoint Services のコラボレーション ツールを使用すると、組織や地理の境界を越えて関係者と意見を交換し、必要とするドキュメントや情報にアクセスすることができます。Windows SharePoint Services は馴染み深い Web ベースのインターフェイスを持ち、Microsoft Office システムなどの一般ビジネス ツールと密に統合されるため、簡単に使用でき、短時間での展開が可能です。ユーザーはワークスペースを作成し、その中で情報、ワークフロー、ドキュメントを公開、格納、共有、および監視することができます。
また、Windows Server 2003 をベースとする Windows SharePoint Services では、ビジネス ニーズの変化や増大に容易に対応できる Web ベースのビジネス アプリケーションを構築することができ、基盤プラットフォームとしての費用対効果も優れています。ストレージや Web インフラストラクチャの管理に使用できるコントロールは堅牢で、IT 部門は高パフォーマンスのコラボレーション環境を低コストで実装および管理することができます。
Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 の主なアップグレード内容は次のとおりです。 

· コラボレーション ワークスペースに改良が加えられました。SharePoint サイトで、電子メールとディレクトリの統合、アラート、RSS、イベントとタスクの追跡、使い勝手の向上、サイト ナビゲーションの拡張などが実現されています。
· 迅速かつ容易にコミュニケーションを図ることができます。ブログ用、wiki 用のテンプレートが追加されました。
· コンテンツ ストレージの機能が拡張されました。SharePoint のリストとライブラリでは、項目ごとにセキュリティを設定して、データをより確実に制御および保全することができ、ゴミ箱や、より多くの種類のコンテンツを格納できる柔軟性も備わっています。行と列の容量が増え、検索速度が向上しています。Windows SharePoint Services バージョン 3 テクノロジは、高性能のクライアント ツールとの統合が容易です。特に、Microsoft Office Outlook 2007 とは密に統合され、イベント、連絡先、ディスカッション、仕事、ドキュメントへのオフライン アクセスを可能にします。
· ワークスペースのプロビジョニングが簡単です。Windows SharePoint Services バージョン 3 は、高度で柔軟性に優れたセキュリティを提供し、セキュリティ設定と権限を幅広く制御することができます。
· Web アプリケーションの堅牢な基盤を提供します。Windows SharePoint Services バージョン 3 では、Windows SharePoint Services プラットフォームをベースとする Web サービスと Web アプリケーションを柔軟に展開またはカスタマイズすることができます。
Windows SharePoint Services バージョン 3 の概要
Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 では、SharePoint サイトのテンプレートを使用して、コラボレーション用の本格的なサイトやワークスペースを手早く簡単に作成することができます。たとえば、部門やプロジェクトを管理するサイトを作成することができます。
テンプレートは各種用意されており、以下に示すように魅力的で便利なサイトやページを作成することができます。
· ブログ。ブログ (Web ログ) は、頻繁に書き込まれる短い記事で構成されます。記事はブログの持ち主の名前と日付が加えられ、新しいものから順に表示されます。その主な用途は次のとおりです。
· 社長 (重役) 日記。経営上の思想やビジョンを社員と共有するためのもの。
· 顧客との関係構築を目的としたコミュニティ サイト。
· メンバー間で気軽に情報を交換するためのサイト。
ブログの作成、記事の投稿、読者登録、カスタマイズは、いずれも簡単なクリック操作だけで行うことができます。読者からのコメントを受け入れることもできれば、特定の記事またはブログ全体に関してコメントを拒否することもできます。
· wiki サイト。wiki サイトはブレインストーミング、チーム デザインのコラボレーション、知識ベースの作成、または日々の情報収集などを目的として、簡単に設定することができます。作成および修正が容易な書式が採用されています ("wiki" は「すぐに」という意味のハワイの言葉です)。チーム メンバーは各自ブラウザから wiki に記事を書き込むことができます。これには、ワープロ ソフトも専門知識も必要ありません。
· アンケート。Windows SharePoint Services バージョン 3 では、アンケートを自在に作成することができます。質問のレイアウトは柔軟に制御することができます。
質問に対する回答に応じて、次の質問の内容が変わるアンケートにすることもできます。たとえば、会議の出席者からフィードバックを得たい場合は、まず、どのセッションに出席したのかを問い、次にそのセッションに関する質問を表示するという形式にします。アンケートの進行をわかりやすくするため適当なところで改ページすることもできれば、質問項目を増やすこともできます (アンケートに含めることのできる質問の数に制限はありませんが、データベース サイズや帯域幅などのリソースによって、事実上、数が制限されるケースもあります)。
· ガント チャート。プロジェクト タスクの一覧を作成し、その中にガント チャートを含めることができます。ガント チャートはプロジェクトの概要を視覚的に表現したものであり、チーム タスクの日数と進捗を監視するのに役立ちます。
演習 1: SharePoint チーム サイトを作成する
Windows SharePoint Services バージョン 3 では、セキュリティ上の理由から、サイト ユーザーは実行権限のある作業項目しか見ることができません。サイトとワークスペースを作成する権限がある場合は、組織のトップ レベルの SharePoint サイトに新しいサイトとワークスペースを追加することが簡単にできます。
1. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
2. ホーム ページの右上隅の [Site Actions] をクリックし、次に [作成] をクリックします。
[ページの作成] ページが表示されます。
注 : [Site Actions] ボタンは、サイトの作成、ページの作成と編集、サイト設定の管理に関する権限がユーザーにある場合のみ表示されます。[Site Actions] 一覧には、ユーザーが実行することのできるアクションのみが表示されます。
3. [Web ページ] 一覧で、[サイトとワークスペース] をクリックします。
[新しい SharePoint サイト] ページが表示されます。
4. [タイトルと説明] 領域の [タイトル] ボックスに「マーケティング チーム」と入力し、[説明] ボックスに「これは全マーケティング キャンペーンのセントラル コラボレーション ポイントです」と入力します。
5. [Web サイトのアドレス] 領域の [URL 名] ボックスに「マーケティング」と入力します。
注 : ここに入力した名前は、親サイトの Web アドレスの末尾に追加されます。作成したサイトのタイトルと説明は変更できますが、URL についてはサイトを削除して再作成しない限り、変更することはできません。このため、URL はよく考えて決めることをお勧めします。
6. [権限] 領域の [親サイトと同じ権限を使用する] オプションは選択されたままにしておきます。
このオプションを使用すると、親サイトの権限に加えられた変更がこのサブサイトに直ちに反映されます。
7. [テンプレートの選択] 領域の [Select a template] 一覧で、[チーム サイト] をクリックします。
選択可能なテンプレートは、Windows SharePoint Services テクノロジのインストール方法によって異なります。標準で用意されているテンプレートにはさまざまな種類があり、ほとんどのニーズに対応することができます。また、作成したカスタム テンプレートがある場合は、それも表示されます。
新しい Wiki Site テンプレートと Blog テンプレートがあることも確認してください。
8. [新しい SharePoint サイト] ページの [作成] をクリックします。
注 : 手順 6 で [固有の権限を使用する] オプションを選択すると、新しいサイトの訪問者、メンバー、所有者のグループを設定するよう要求されます。
新しいマーケティング チーム サイトが表示されます。
演習 2: Web パーツを SharePoint サイトに追加する
Web パーツは、サイト管理者またはサイト ユーザーによって定義されたコンテンツを表示する ASP.NET サーバー コントロールです。Web パーツは簡単に追加、設定、移動、および閉じることができます。
1. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
このサイトのホーム ページに表示されるお知らせ、予定表、リンクの各領域は、チーム サイト テンプレートによって作成された標準の Web パーツです。これらの Web パーツには、それぞれ対応する一覧のビューが表示されます。
2. Web パーツの [お知らせ] ヘッダー右横の矢印をクリックし、[閉じる] をクリックしてその Web パーツを非表示にします。
Web パーツを非表示にしても、それに対応する一覧が削除されるわけではありません。Web パーツの表示に関するカスタマイズは、自分個人のビューのみに適用される場合と、すべてのサイト訪問者のビューに適応される場合とがありますが、これは自分に与えられている権限によって決まります。
3. ホーム ページの右上隅の [Site Actions] をクリックし、次に [Edit Page] をクリックします。
ページがデザイン モードに切り替わります ([Site Actions] ボタンの下に [終了] ボタンが表示されます)。デザイン モードでは、新しい Web パーツを追加することや、ページ上の既存の Web パーツを削除または更新することができます。
ページ右上隅に表示されるロゴは、サイト イメージ Web パーツです。
4. サイト イメージ Web パーツの右上隅の [X] をクリックして、ページからロゴを消します。
現在のページは左の列と右の列で構成されています。これに中央の列を追加することもできます。
5. 左の列の上部で [Add a Web Part] をクリックします。
[Add Web Parts To Left] ダイアログ ボックスが表示されます。
注 : Windows SharePoint Services バージョン 3 では、この新しい方法により、前のバージョンに比べて Web パーツをより簡単に追加することができます。
6. [リストとライブラリ] の一覧で [共有ドキュメント] チェック ボックスをオンにし、[追加] をクリックします。
左の列の上部に共有ドキュメントの Web パーツが表示されます。
7. 右の列の上部で [Add a Web Part] をクリックします。
[Add Web Parts To Right] ダイアログ ボックスが表示されます。
8. 一覧を下にスクロールして [ページ ビューア] チェック ボックスをオンにし、[追加] をクリックします。
右の列の上部にページ ビューア Web パーツが表示されます。
9. ページの右上隅の [Exit Design Mode] をクリックします。
新しい Web パーツがサイトに表示されます。既定では新しい Web パーツはそれぞれ列の最上部に表示されますが、列内および列間で簡単に移動させることができます。
10. ホーム ページの右上隅の [Site Actions] をクリックし、次に [Edit Page] をクリックします。
11. ページ ビューア Web パーツのヘッダーをクリックし (ポインタが十字矢印に変わる)、左の列までドラッグします。
12. ページの右上隅の [Exit Design Mode] をクリックして、サイトのホーム ページの標準表示に戻ります。
演習 3: Web パーツを設定する
ページに Web パーツを追加したら、必要なコンテンツが表示されるようにその Web パーツを設定します。この設定は簡単に行うことができます。 
1. 演習 2 を完了して、ページ ビューア Web パーツを既定のチーム サイトのホーム ページに追加します。
2. ページ ビューア Web パーツのヘッダーの右端にある矢印をクリックし、[共有 Web パーツの変更] をクリックします。
[ページ ビューア Web パーツ] ウィンドウが表示されます。このタイプの Web パーツでは、Web ページ、フォルダ、またはファイルを表示することができます。
3. [Web ページ] オプションが選択されたままの状態で、[リンク] ボックスに「http://office.microsoft.com」と入力し、[OK] をクリックします。
ページ ビューア Web パーツに Office オンライン Web ページの一部が表示されます。
演習 4: ドキュメントを SharePoint サイトにアップロードする
自分のコンピュータ上で作成したドキュメントは、SharePoint サイトにアップロードして共有に設定するという簡単な手順だけで、他のメンバーも利用できるようになります。
1. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
2. クイック起動バーの [共有ドキュメント] をクリックします。
3. [アップロード] メニューの [ドキュメントのアップロード] をクリックします。
選択されているドキュメント ライブラリの [ドキュメントのアップロード] ページが表示されます。
4. [ドキュメントのアップロード] 領域の [参照] をクリックします。
5. [ファイルの選択] ダイアログ ボックスで [マイ ドキュメント] フォルダを開き、Office Procedures ドキュメントをクリックして [開く] をクリックします。
注 : [既存のファイルを上書きする] チェック ボックスをオンにすると、SharePoint ドキュメント ライブラリに同じ名前のファイルが既に存在する場合、それらのファイルは同名のローカル ファイルによって自動的に上書きされます。
6. [ドキュメントのアップロード] ページの [OK] をクリックします。
選択されたドキュメントがドキュメント ライブラリに追加されます。
Windows SharePoint Services バージョン 3 では、ドキュメントごとにアクセス権限を設定することができます。アップロードしたドキュメントにアクセス権限を設定するには、ドキュメント ライブラリを開いてそのドキュメントを探し、ドキュメント名の右横にある矢印をクリックして [権限の管理] をクリックします。
演習 5: コンテンツ ライブラリを作成する
チーム サイト テンプレートで SharePoint サイトを作成すると、"共有ドキュメント" という名前のドキュメント ライブラリが 1 つ作成されます。追加のコンテンツ ライブラリは簡単に作成できます。次のコンテンツ ライブラリを作成できるよう、テンプレートは各種用意されています。
· データ接続ライブラリ
· ドキュメント ライブラリ
· フォーム ライブラリ
· ピクチャ ライブラリ
· スライド ライブラリ
· 翻訳管理ライブラリ
· wiki ページ ライブラリ
コンテンツ ライブラリごとに個別の属性を適用することができます。たとえば、新しいドキュメントに既定の型を適用することもできれば、サイト側のコントロール設定を上書きすることもできます。
1. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
2. ホーム ページの右上隅の [Site Actions] をクリックし、次に [作成] をクリックします。
[ページの作成] ページが表示されます。各種ドキュメント ライブラリを作成できます。
3. [ドキュメント ライブラリ] の一覧で、作成するドキュメント ライブラリの種類をクリックし、ページの上部に表示される説明を読みます。
4. [ドキュメント ライブラリ] の一覧で、[フォーム ライブラリ] をクリックします。
[新しいフォーム ライブラリ] ページが表示されます。
5. [名前と説明] 領域の [名前] ボックスに「管理フォーム」と入力します。
注 : クイック起動バーにドキュメント ライブラリのリンクを表示し、個々のドキュメント ライブラリを対象にバージョン管理が自動実行される設定にすることもできます。
6. [ドキュメント テンプレート] の一覧で [Microsoft Office InfoPath form] をクリックします。
ここで選択したドキュメント テンプレートによって、サイト ユーザーがドキュメント ライブラリ ツール バーの [新規]、続いて [ドキュメント] をクリックしたときに表示されるドキュメントの種類が決まります。
7. [新しいドキュメント ライブラリ] ページの [作成] をクリックします。
すると、管理フォーム ドキュメント ライブラリが表示されます。
8. [アップロード] メニューの [ドキュメントのアップロード] をクリックします。
選択されているドキュメント ライブラリの [ドキュメントのアップロード] ページが表示されます。
9. [ドキュメントのアップロード] 領域の [参照] をクリックします。
10. [ファイルの選択] ダイアログ ボックスで [マイ ドキュメント] フォルダを開き、Purchase Request フォームをクリックして [開く] をクリックします。
11. [ドキュメントのアップロード] ページの [OK] をクリックします。
選択されたフォームがフォーム ライブラリに追加されます。
12. [新規] メニューの [Form] をクリックします。
Microsoft Office InfoPath が起動します。
演習 6: フォルダを作成する
ドキュメント ライブラリにはフォルダとファイルが格納されます。ドキュメントの権限を設定する場合と同様に、フォルダにも個別の権限を設定することができます。たとえば、機密扱いの金融データが格納されているフォルダへのアクセスを制限することができます。
1. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
2. クイック起動バーの [共有ドキュメント] をクリックします。
共有ドキュメント ドキュメント ライブラリが表示されます。
3. [新規] メニューの [新しいフォルダ] をクリックします。
[Shared Documents: New Folder] ページが表示されます。
4. [名前] ボックスに「統計」と入力して、[OK] をクリックします。
ドキュメントをフォルダに追加するのは、フォルダを最上位のコンテンツ ライブラリに追加するのと同様の方法で行うことができます。
演習 7: リストを作成してコンテンツを配置する
Windows SharePoint Services にはさまざまな種類のリストが用意されています。これらのリストについては、特定の種類のコンテンツを格納することができるよう個別に設定することができます。標準のテンプレートで作成された SharePoint サイトには、そのサイトに適したリストが自動的に作成されています。不要なリストは削除してもかまいません。また、新しいリストを追加することができます。
1. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
2. ページの右上隅の [Site Actions] をクリックし、次に [作成] をクリックします。
[ページの作成] ページが表示されます。各種リストを作成できます。
3. [リスト] の一覧で、リストをそれぞれクリックし、ページの上部に表示される説明を読みます。
4. [リスト] の一覧で [連絡先] をクリックします。
[新規] ページが表示されます。
5. [名前と説明] 領域の [名前] ボックスに「従業員」と入力し、[説明] ボックスに「従業員勤務時間外連絡先情報」と入力します。
既定では、このリストのリンクがクイック起動バーに表示されます。
6. [新規] ページの [作成] をクリックします。
「従業員」連絡先リストが表示されます。
7. [新規] メニューの [新しいアイテム] をクリックします。
[Employees: New Item] ページが表示されます。連絡先リストに作成されているフィールドを確認します。
注 : リスト テンプレートにより作成された既定のフィールドでは目的に合わない場合は、ニーズに合わせてフィールドを追加、編集、または削除してください。これを行うには、リストを表示して [設定] メニューをクリックします。
8. 連絡先リストのフィールドに所定の情報を入力し、[OK] をクリックします。
従業員リストに連絡先情報が表示されます。
連絡先リストの項目には、写真や履歴などのファイルを添付することもできます。
演習 8: Excel ブックからカスタム リストを作成する
Windows SharePoint Services バージョン 3 は、前のバージョンよりサイズが大きくて種類もさまざまなリストをサポートしています。Excel ワークシートに情報を入力して作成したリストがある場合は、SharePoint リストに同じデータを再入力する必要はありません。Excel データを SharePoint リストとしてインポートすると、チーム メンバーが簡単に利用できるようになります。
1. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
2. ページの右上隅の [Site Actions] をクリックし、次に [作成] をクリックします。
[ページの作成] ページが表示されます。カスタム リストはさまざまな方法で作成することができます。
3. [カスタム リスト] の一覧で、リストをそれぞれクリックし、ページの上部に表示される説明を読みます。
4. [カスタム リスト] の一覧で、[スプレッドシートのインポート] をクリックします。
[新規] ページが表示されます。
5. [名前と説明] 領域の [名前] ボックスに「販売データ」と入力し、[説明] ボックスに「カテゴリ別全店舗販売情報」と入力します。
6. [スプレッドシートからインポート] 領域の [参照] をクリックします。
7. [ファイルの選択] ダイアログ ボックスで [マイ ドキュメント] フォルダを開き、既存の Excel スプレッドシートをクリックして [開く] をクリックします。
8. [新規] ページの [インポート] をクリックします。
選択した Excel ブックが開き、[Windows SharePoint Services リストにインポート] ダイアログ ボックスが表示されます。
9. Excel ワークシートの下部で、目的のシート タブをクリックします。
そのワークシート上のテーブルが選択され、対応する情報が [Windows SharePoint Services リストにインポート] ダイアログ ボックスに入力されます。
10. [Windows SharePoint Services リストにインポート] ダイアログ ボックスの [インポート] をクリックします。
Windows SharePoint Services サイトの体験ツアー
このセクションの演習では、Windows SharePoint Services バージョン 3 テクノロジを使用した新しい作業方法を体験することを目的としています。 
· モバイル リスト、アラート、タスク通知、RSS により最新情報を入手する
· ガント チャートで進捗を追跡する
· メジャー バージョン、マイナー バージョンの設定、およびメタデータの利用により、バージョン管理のカスタマイズを行う
· ゴミ箱の操作が二段階化され、サイトから削除可能な項目を設定する
· ドキュメント単位でのキュリティ設定、編集前のチェックアウト操作により、データの保全性を維持する
· アンケートで質問項目の条件分岐と改ページを設定する
· ブログと wiki のサポートにより、新しい形のコミュニケーションを可能にする
· 読み取り専用のオフライン アクセスとローカル チェックアウト後の変更内容の書き戻しにより、データの保全を図る
演習 1: ホーム ページの概要を知る
最も一般的な SharePoint サイトは、チーム メンバーにコラボレーションとコミュニケーションの場を提供するチーム サイトです。SharePoint チーム サイト テンプレートには、ドキュメント ライブラリと、お知らせ、連絡先、イベント、クイック リンクなどの基本リストが含まれています。
1. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
Windows SharePoint Services バージョン 3 では、新しいセキュリティ対策として、各 SharePoint site サイトにおいてユーザーがアクセス権を持つ部分のみが表示されるため、操作上の混乱が少なくなります。 
移動可能な他のサイトがある場合は、上部のナビゲーション バーにそのサイトへのリンクが表示されます。
サイトのドキュメント ライブラリとリストへは、ウィンドウ左側のクイック起動バーからアクセスできます。クイック起動バーにはテキストや画像など、任意の項目を追加できます。
検索機能を利用してサイト全体から簡単に目的の項目を探すことができます。
ホームページを構成する Web パーツからは、お知らせ、予定表、リンク、ディスカッション ボードなど、さまざまな情報を参照できます。SharePoint サイトの管理者は、これらの Web パーツのフォーマットや配置を変更できます (コンテンツにその影響が及ぶことはありません)。
2. クイック起動バーの [共有ドキュメント] をクリックします。
既定のドキュメント ライブラリのコンテンツが表示されます。
SharePoint のドキュメント ライブラリには、Word 文書、Excel ブック、PowerPoint プレゼンテーションなど、さまざまな種類のファイル ("ドキュメント" と総称) を追加して、チーム メンバーと共有することができます。既存のドキュメントを追加することもできれば、ドキュメント ライブラリ内で新しいドキュメントを作成することもできます。 
どのドキュメント ライブラリでも、1 種類または複数の種類のドキュメントを作成できます。ドキュメント ライブラリ内で作成したドキュメントは、自動的にそこに追加されます。既定のドキュメントの種類は、ドキュメント ライブラリ作成時に指定します。チーム内で使用しているカスタム ドキュメント テンプレートは、ドキュメント ライブラリでも使用できるようにすることができます。
SharePoint ドキュメント ライブラリ内で新しいドキュメントを作成するには、作成するドキュメントの種類を [新規] メニューで選択します。
3. クイック起動バーの [イベント] をクリックします。
リストのコンテンツが表示されます。これは、ホーム ページのイベント Web パーツに表示される情報と同じものです。
演習 2: SharePoint リストまたはライブラリを作成する
Windows SharePoint Services には、標準のドキュメント ライブラリとリストが数多く用意されています。これらはそのままで、またはニーズに合わせて修正して使用することができます。また、独自のライブラリやリストを一から作成することもできます。
1. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
2. ページ上部のナビゲーション バーの [サイト] をクリックします。
これらのドキュメント ライブラリが既定で表示されます。
3. クイック起動バーの [View All Site Content] をクリックします。
[All Content] ページからは、ドキュメントとピクチャ ライブラリ、リスト、アンケート、サイト、そのサイトにリンクされているワークスペース、さらにはゴミ箱へアクセスすることができます。
4. [All Content] ページ上部の [作成] をクリックします。
[ページの作成] ページが表示されます。このページでは、新しいドキュメント ライブラリ、ピクチャ ライブラリ、リスト、カスタム リスト、アンケート、または Web ページを作成できます。
注 : 一部のサイト アクションの実行には投稿者権限が必要ですが、招待メンバーでも新しいサイト エレメントを作成することができます。結果として、Windows SharePoint Services テクノロジは極めてコラボレーティブな環境を実現します。
5. 関心のあるエレメントをいくつかクリックしてみましょう。
そのエレメントについての説明が [ページの作成] ページの上部に表示されます。
6. [ドキュメント ライブラリ] 領域の [ドキュメント ライブラリ] をクリックします。
[新しいドキュメント ライブラリ] ページが表示されます。
7. [名前] ボックスに、ドキュメント ライブラリの名前を入力します。
8. [説明] ボックスに、ドキュメント ライブラリの説明を入力します。
9. [このドキュメント ライブラリのファイルを編集するごとにバージョンを作成しますか?] 領域で、[はい] を選択します。
10. [作成] をクリックします。
新しいドキュメント ライブラリが開きます。ここへはドキュメントをすぐに追加できます。
SharePoint サイトからドキュメント ライブラリのコピーをエクスポートして、Outlook 2007 にインポートすることができます。Outlook のメッセージ ウィンドウで、ドキュメント、スプレッドシート、およびプレゼンテーションのプレビューを表示し、コンピュータ上でドキュメントのローカル コピーを操作することができます。 

演習 3: お知らせを作成する
1. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
2. お知らせ Web パーツの下部の [新しいお知らせの追加] をクリックします。
[Announcements: New Item] ページが表示されます。
3. [タイトル] ボックスに「従業員専用ヘルス クラブからのプレゼント」と入力します。
4. [本文] ボックスに「ヘルス クラブでは、今月末までに新規入会または会員更新された従業員のみなさんを対象に年会費を 20% お引きいたします。」と入力します。
お知らせのテキストは、[本文] ボックス上部の書式設定ボタンで書式を設定することができます。お知らせにファイルを添付するには、ツール バーの [ファイルの添付] をクリックします。
5. [期限] ボックスの右横の [Date Picker] をクリックし、月の最終日をクリックします。
6. その他、任意の修正を加えて [OK] をクリックします。
[お知らせ] の一覧に新しいお知らせが表示されます。
演習 4: バージョン管理のドキュメント設定を参照および修正する
既定では、サイト ユーザーがドキュメント ライブラリで利用できるのは、ドキュメントの現在のバージョンに限られています。しかし、古いバージョンをライブラリに残す設定も可能です。バージョン管理必要のある組織にとってはこの設定は検討に値します。この設定が選択されている場合、サイト ユーザーはコンテンツを紛失しても、古いバージョンの中から探し出すことができます。また、古いバージョンは、特定の変更がいつ・だれによって加えられたのかを確認する材料にもなります。
1. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
2. クイック起動バーの [共有ドキュメント] をクリックします。
3. [設定] メニューの [ドキュメント ライブラリの設定] をクリックします。
[共有ドキュメントのカスタマイズ] ページが表示されます。このページでは、選択されているドキュメント ライブラリの全般的な設定、権限、ポリシー、コミュニケーション、列、ビューに対して変更を加えることができます。このページで加えた修正はサイト全体には影響しません。
注 : [カスタマイズ] ページでは多くの種類の変更を加えることができます。このページのオプションを自分でいろいろ試してみるのもよいでしょう。
4. [全般設定] の一覧で、[Versioning Settings] をクリックします。
共有ドキュメント ドキュメント ライブラリの [Document Library Versioning Settings] ページが表示されます。このページでは次の設定を指定することができます。
· 新規作成または修正したドキュメントをサイトで公開する前に、特定の人物による承認を必要とするか
· 更新したドキュメントの前のバージョンを残すか
· 完成版とは認められていない草稿ドキュメントをユーザーに公開するか
· 編集前にドキュメントのチェックアウトをユーザーに要求するか
· [新規] メニューで型の異なる複数のコンテンツを作成できるようにするか
これらのオプションは、コラボレーション環境でコンテンツを開発するときに役に立ちます。
注 : [コンテンツの承認] オプションは、Windows Workflow Foundation に加えられた新機能の 1 つです。Office SharePoint Designer 2007 を使用して SharePoint サイトを作成および管理すると、ドキュメント ライブラリとリストにワークフローを追加することができます。これらのワークフローは、ライブラリ内、リスト内のイベントや状況を監視し、承認を得るためにファイルを回覧する、または電子メールメッセージを挿入する、などのアクションを実行します。
5. [Document Version History] 領域で、[Create major versions] オプションを選択します。
予想されるドキュメントの更新頻度に合わせて、バージョン管理のオプションを選択してください。残しておく古いバージョンの数も指定できます。
6. [Require Check Out] 領域で [はい] を選択します。
7. [Document Library Versioning Settings] ページで、[OK] をクリックします。
演習 5: アラートを設定する
アラートは、Windows SharePoint Services テクノロジの中でも特に役に立つ機能です。ドキュメント ライブラリのコンテンツに修正が加えられたらアラートを受信するように登録することができます。この方法を使用すると、ライブラリを頻繁にチェックしなくても、ドキュメントの最新の更新状況を知ることができます。
1. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
2. クイック起動バーの [共有ドキュメント] をクリックします。
3. [操作] メニューの [通知] をクリックします。
[新しい通知] ページが表示されます。既定の設定では、選択したドキュメント ライブラリ内のどのドキュメントについても、何らかの変更が加えられると通知されます。特定の変更が加えられた場合のみ通知されるよう、設定を変更することができます。また、即時に通知するか、一定時間を置いて通知するか、週に 1 回通知するかを指定することもできます。
4. [新しい通知] ページの [OK] をクリックします。
アラートが生成されると、電子メールメッセージにより通知されます。
5. Outlook を起動して受信トレイを開きます。
受信トレイにアラートの通知が届きます。
演習 6: SharePoint サイトでドキュメントを修正する
SharePoint サイトからドキュメントをチェックアウトして修正を加え、チェックインします。この簡単な手順を踏むと、自分が修正を加えたバージョンを他のサイト メンバーも利用できるようになります。
1. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
2. クイック起動バーの [共有ドキュメント] をクリックします。
3. ドキュメント ライブラリ内のドキュメントを 1 つクリックし、ドキュメント名の右隣に表示される矢印をクリックして、[チェックアウト] をクリックします。
チェックアウトしたら、そのドキュメントをオンラインで編集するか、オフライン コピーを使って編集するかを選択します。
4. Internet Explorer のメッセージ ボックスの [オフライン作業] チェック ボックスをオンにして、[OK] をクリックします。
これで、そのドキュメントがチェックアウトされます。このドキュメントは、チェックインしてライブラリに戻すまでは、他のユーザーが編集を加えることはできません。
5. ドキュメント ライブラリ内の同じドキュメントをクリックし、ドキュメント名の右隣に表示される矢印をクリックして、[Microsoft Office Word で編集] をクリックします。
6. Internet Explorer のメッセージ ボックスが表示され、そのファイルを開くかどうかの確認を求められたら、[OK] をクリックします。
Microsoft Office Word 2007 が起動し、選択したドキュメントが表示されます。画面右側の [ドキュメント管理] 作業ウィンドウに、開いているドキュメントのステータスが表示されます。別のタブには、サイト メンバー、タスク、ドキュメント、およびリンクに関する情報が表示されます。
7. ドキュメントを下にスクロールします。
8. 任意の単語を選択して [Ongoing] に変更します。
9. [ドキュメント管理] 作業ウィンドウの [チェックイン] をクリックします。
[チェックイン] ダイアログ ボックスが表示されます。
10. [コメント] ボックスに「修正済みスペリング エラー」と入力します。[OK] をクリックします。
注 : 現在のバージョンをいったんチェックインして再びチェックアウトするという方法もあります。こうすると、そこまでの編集が加えられたバージョンをサイト ユーザーに公開する一方で、さらに編集を加えることができます。
[ドキュメント管理] 作業ウィンドウのドキュメントのステータスが読み取り専用になっています。Word のワークスペース上部の [Server Document] バーの [ドキュメントの編集] をクリックすると、ドキュメントを開いて編集を続けることができます。
11. Word の [ファイル] メニューの [閉じる] をクリックします。
[共有ドキュメント] ページに、修正を加えた日付と時刻とチェックイン コメントが表示されます。
演習 5 でバージョン管理を有効にしていた場合は、ミュージック マーケット ドキュメントのバージョン 2 が作成されます。演習 5 で電子メールによる通知を設定していた場合、ここでそのメッセージが届きます。
演習 7: RSS フィードを参照する
多くのニュース サイト、ブログ、その他のオンライン情報プロバイダが、Really Simple Syndication (RSS) を使用して登録者に情報を自動発信しています。Windows SharePoint Services バージョン 3 でも、すべての SharePoint リストが RSS に対応しています。RSS リーダー (Outlook 2007 など) を使用すると、ドキュメント ライブラリまたはリストの RSS フィードを参照することができます。リストのコンテンツに対する変更は RSS リーダーに表示されます。
1. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
2. クイック起動バーの [共有ドキュメント] をクリックします。
3. [操作] メニューの [View RSS Feed] をクリックします。
選択されているドキュメント ライブラリの [RSS FEED] ページが表示されます。このページには、ライブラリ内の各ドキュメントへのリンクと、各ドキュメントの現在のステータスが表示されます。
4. ページ タイトルの下のテキストで、[subscribe to this RSS feed] をクリックします。
5. Outlook 2007 を起動します。
6. ナビゲーション作業ウィンドウの [All Mail Items] の一覧で、[RSS Subscriptions] をクリックします。
共有ドキュメント ドキュメント ライブラリの情報が表示されます。
演習 8: ドキュメントを SharePoint サイトにアップロードする
組織、ビジネス ユニット、またはプロジェクト チームにとって重要な情報が個人のコンピュータに格納されていることがよくあります。ファイルを他の SharePoint サイト ユーザーにも利用できるようにすると、より簡単に情報を共有することができます。
1. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
2. クイック起動バーの [共有ドキュメント] をクリックします。
3. [アップロード] メニューの [ドキュメントのアップロード] をクリックします。
選択されているドキュメント ライブラリの [ドキュメントのアップロード] ページが表示されます。
4. [ドキュメントのアップロード] 領域の [参照] をクリックします。
5. [ファイルの選択] ダイアログ ボックスで [マイ ドキュメント] フォルダを開き、Charts ブックをクリックして [開く] をクリックします。
注 : [既存のファイルを上書きする] チェック ボックスをオンにすると、ドキュメント ライブラリに同じ名前のファイルが既に存在する場合、それらのファイルは同名のローカル ファイルによって自動的に上書きされます。
6. [ドキュメントのアップロード] ページの [OK] をクリックします。
選択されているドキュメントがドキュメント ライブラリに追加されます。
Windows SharePoint Services と Microsoft Office の統合
Microsoft Office などの高性能クライアント プログラムは、Web サービス群と API を通じて Windows SharePoint Services と簡単に統合することができます。たとえば、Microsoft Office Word、Microsoft Office Excel、Microsoft Office PowerPoint、Microsoft Office InfoPath、Microsoft Office Project、および Microsoft Office OneNote からは、SharePoint に格納されている情報を直接操作することができます。ユーザーは Office クライアント アプリケーションを操作しながら、Windows SharePoint Services との対話を通じて、SharePoint サイトでワークスペースの作成、ドキュメントの公開と編集、タスクの割り当てを行うことができます。Microsoft Office Outlook 2007 では、SharePoint サイトに格納されている予定表と連絡先一覧を参照することと、会議の調整を目的とするサイトを作成および管理することができます。
このセクションの演習では、Windows SharePoint Services バージョン 3 テクノロジを使用した新しい作業方法を体験することを目的としています。 
演習 1: SharePoint の予定表に予定を追加する
予定表 Web パーツは、チーム サイト テンプレートをベースに作成された SharePoint サイトを構成する既定のパーツの 1 つです。SharePoint の予定表に追加された予定、タスク、アラームは、他のすべてのサイト ユーザーにも見えるようになります。チームの会議や活動に関する通知を受け取るには、予定表への登録が必要です。
1. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
ホーム ページの予定表 Web パーツに、今後予定されているミーティングが表示されます。
2. チーム サイトのホーム ページで、予定表 Web パーツのタイトルをクリックします。
当月の予定表が表示されます。予定表に表示される期間は、右上隅の [日]、[週]、[月] をクリックすると変更できます。左上隅の日付ピッカーには、月単位表示の場合は月が、日単位または週単位表示の場合は日にちが表示されます。任意の日または月をクリックするとその期間が表示されます。
日付ピッカーの下にはその日の日付が表示されます。その日付をクリックすると詳細が表示されます。
3. 予定用の上のメニュー バーで [新規作成] をクリックし、次に [予定] をクリックします。次の月曜の任意の時刻に予定を追加します。
4. [予定表] ページ タイトルの上の [default] をクリックします。
予定表 Web パーツに新しい予定が表示されます。
演習 2: SharePoint の予定表を Office Outlook 2007 で操作する
Outlook 2007 と Windows SharePoint Services バージョン 3 が統合されると、SharePoint サイトに格納されている複数の予定表のすべての情報を 1 か所で簡単に管理することができます。SharePoint の予定表は Outlook と SharePoint サイトのどちらでも表示できます。
1. Outlook を起動して、予定表を表示します。
2. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
3. チーム サイトのホーム ページで、予定表 Web パーツのタイトルをクリックします。
予定表が表示されます。
4. [操作] メニューの [Open in Outlook] をクリックします。注 : Windows SharePoint Services バージョン 3 のベータ 1 Technical Refresh では、このコマンドは [Connect to Outlook] に変わっています。
個人の予定表と既定の予定表がタイル表示されます。
タイル表示からオーバーレイ表示に切り替えることもできます。オーバーレイ表示では、予定表どうしが重なり合って表示されます。タイル表示では、複数の予定表の間の競合を簡単に見つけることができます。
5. Outlook で、既定の予定表のタブの矢印をクリックします。
個人の予定表と既定の予定表がオーバーレイ表示されます。予定表間を移動するにはタブをクリックします。タイル表示に戻すには、いずれかの予定表のタブの矢印をクリックします。
SharePoint の予定表は、通常使用する Outlook の予定表と同様の方法で操作できます。Outlook で SharePoint の予定表に加えた変更は、その予定表を SharePoint サイトで表示した場合にも反映されます。
演習 3: Outlook 2007 の予定を SharePoint の予定表に追加する
Outlook で SharePoint の予定表を表示している場合、Outlook の個人の予定表に予定を追加するのと同じ方法で、予定を追加することができます。
1. 演習 2 を実行して、SharePoint の予定表を Outlook の予定表コンポーネントに表示します。
2. SharePoint の予定表で、次の火曜日の任意の時刻に予定を追加します。
3. [ツール] メニューの [送受信] をクリックし、[すべて送受信] をクリックします。
4. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
注 : 既定のサイトが既に表示されている場合は、Internet Explorer のツール バーの [更新] をクリックしてください。
予定表 Web パーツに新しい予定が表示されます。
定期的ではない予定は、Outlook の予定表から SharePoint の予定表にドラッグすることで、チームの会議に変更することができます。また、Outlook の仕事リストから仕事を SharePoint の予定表にドラッグすることもできます。
演習 4: オフライン時、Outlook 2007 でドキュメント ライブラリを操作する
SharePoint サイトからドキュメント ライブラリのコピーをエクスポートして、Outlook 2007 にインポートすることができます。Outlook のメッセージ ウィンドウで、ドキュメント、ワークシート、およびプレゼンテーションのプレビューを表示することや、コンピュータ上でドキュメントのローカル コピーを操作することができます。
1. Outlook を起動します。
2. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
3. クイック起動バーの [共有ドキュメント] をクリックします。
4. [操作] メニューの [Open in Outlook] をクリックします。注 : Windows SharePoint Services バージョン 3 のベータ 1 Technical Refresh では、このコマンドは [Connect to Outlook] に変わっています。
既定で [共有ドキュメント] フォルダが作成され、表示されます。このフォルダでは、ドキュメント ライブラリの各アイテムが Outlook アイテムとして表示されます。
5. New World of Work.pptx を 1 回クリックします。
メッセージ プレビュー ウインドウにプレゼンテーションが表示されます。
プレビュー ウィンドウには、PowerPoint スライドなど、さまざまなドキュメントのプレビューを表示することができます。
6. Music Market.docx をダブルクリックします。
このドキュメントはローカル コンピュータ上で開くことも保存することもできます。
7. [添付ファイルを開いています] ダイアログ ボックスの [OK] をクリックします。
選択されているドキュメントが Word で読み取り専用ファイルとして開かれます。ドキュメントのステータスは、ワークスペース上部のドキュメント アクション バーに表示されます。
演習 5: Outlook 2007 内でドキュメント ライブラリを作成する
Outlook を使用していて、特定のトピックに関して、作業仲間とのコラボレーション用ワークスペースを作成する必要に迫られても、作業を中止して SharePoint サイトでセットアップを行う必要はありません。Outlook 内でドキュメント ワークスペースを作成し、編集できます。
1. Outlook を起動します。
2. 新しい電子メール メッセージを作成します。[宛先] ボックスに「denis@adatum.com」と入力し (つまり、自分の電子メール アドレス)、[件名] ボックスに「Office Procedures」と入力します。
注 : この演習の目的上、電子メールメッセージは自分宛に送信します。
3. メッセージのヘッダー部分の [添付] をクリックします。
4. [ファイルの挿入] ダイアログ ボックスで [マイ ドキュメント] フォルダを開き、Office Procedures をクリックして [挿入] をクリックします。
5. [書き込み] タブの [メッセージ オプション] グループで、[ファイルの添付] をクリックし、[添付ファイルのオプション] をクリックします。
[添付ファイルのオプション] 作業ウィンドウが表示されます。
6. [共有添付ファイル] オプションを選択します。
7. [ドキュメント ワークスペースを作成する場所] ボックスで、既定の Web サイトをクリックします。
8. [ファイル] メニューの [送信] をクリックします。
共有添付ファイルを含むドキュメント ワークスペースが SharePoint サイトに作成されます。ドキュメント ワークスペースへのリンクが貼られた電子メールメッセージが着信します。
9. 受信トレイの Office Procedures ドキュメント ワークスペースを選択し、プレビュー ウィンドウでドキュメント ワークスペースへのリンクをクリックします。
Internet Explorer が起動し、新しいドキュメント ワークスペースが表示されます。電子メール メッセージ受信者が [メンバー] の一覧に表示されます。
演習 6: Word 2007、Excel 2007、または PowerPoint 2007 でドキュメント ライブラリを作成する
編集中のドキュメントに関して、作業仲間とのコラボレーション用ワークスペースを作成する必要に迫られても、作業を中止して SharePoint サイトでセットアップを行う必要はありません。Word 2007、Excel 2007、または PowerPoint 2007 内でドキュメント ワークスペースを作成して配置することができます。
1. Word を起動し、[マイ ドキュメント] フォルダの Word、Excel、PowerPoint、またはその他のドキュメントを開きます。
2. [ファイル] メニューの [送信] をクリックし、[ドキュメント ワークスペースの作成] をクリックします。
[ドキュメント管理] 作業ウィンドウが表示されます。
3. [ドキュメント ワークスペース名] ボックスで、名前を「招待」に変更します。
4. [新しいワークスペースの場所] ボックスで、既定の Web サイトをクリックします。
5. [ドキュメント管理] 作業ウィンドウの [作成] を作成します。
現在のファイルを含むドキュメント ワークスペースが SharePoint サイトに作成され、このドキュメント ワークスペースに関する情報が [ドキュメント管理] 作業ウィンドウに表示されます。
6. [ドキュメント管理] 作業ウィンドウで各ワークスペースのタブをクリックし、表示される情報を確認します。
7. Internet Explorer を起動して、既定のチーム サイトを表示します。
8. クイック起動バーの [View All Site Content] をクリックし、[ドキュメント ワークスペース] の一覧で [招待] をクリックします。
[招待] ドキュメント ワークスペースが表示されます。[共有ドキュメント] の一覧にドキュメントが表示され、[メンバー] の一覧には自分が唯一のメンバーとして表示されます。他の SharePoint ライブラリ同様、このワークスペースには他のメンバーを追加することができます。
共有するワークブックまたはプレゼンテーションを Excel または PowerPoint で開き、手順 2 ～ 5 を実行します。
管理者の視点
詳細情報についてはこの評価ガイドの改訂版で提供する予定です。
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図 2. Windows SharePoint Services バージョン 3 のリファクタリングされた管理オブジェクト モデル
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図 3. Windows SharePoint Services バージョン 3 のサーバー ファーム階層オブジェクト モデル
開発者の視点
Microsoft® Windows® SharePoint Services バージョン 3 のサーバーサイド オブジェクト モデルは高度に構造化されており、これを使用することで、SharePoint サイトにより構成されたオブジェクトへのアクセスが容易になります。上位レベルのオブジェクトから階層をドリル ダウンし、コード内で使用する必要のあるメンバが含まれているオブジェクトを探すことができます。 
展開した Windows SharePoint Services のどの部分をカスタマイズするか、およびどの種類のアプリケーションを作成するかによって、最初に必要なオブジェクトのレベルが決まり、そこを起点にオブジェクト モデルをさまざまに実装することができます。管理操作が行われる階層の最上位レベルへは、SPGlobalAdmin クラスによりアクセスできます。また、このクラスを使用して階層内の下位オブジェクトにアクセすることもできます。クラス コンストラクタを使用して SPGlobalAdmin オブジェクトを取得し、グローバルな管理設定をカスタマイズします。 
サイト コレクション、個々のサイト、またはリストで使用する Web パーツ、Web サービス、または Web アプリケーションを作成するには、SPControl クラスの GetContextSite メソッドまたは GetContextWeb メソッドを使用して、現在のサイト コレクションまたはサイトを取得します。[_layouts] ディレクトリに Web アプリケーションを作成すると、その機能は Web サーバー上のすべてのサイトで利用できるようになります。コンソール アプリケーションなど、HTTP コンテキストの外では、SPSite クラスのコンストラクタを使用して指定のサイト コレクションを獲得します。
ASP.NET バージョン 2.0 に基づくアーキテクチャの改善
Microsoft Windows SharePoint Services のソリューション プラットフォームは、Microsoft SharePoint Products and Technologies の次期バージョンにも対応します。Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 は、Microsoft ASP.NET バージョン 2.0 とコアの Microsoft .NET 2.0 ランタイムを最大限に利用します。Web Part Framework and Web Virtualization などのコンポーネントは、Windows SharePoint Services ではなく、.NET ランタイムにより提供されます。この変更により、Windows SharePoint Services は .NET サービスから解放され、SharePoint サービスを提供することが主要な役割となりました。
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図 4. Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 アーキテクチャ
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図 5. Windows SharePoint Services バージョン 3 アーキテクチャ
Windows SharePoint Services バージョン 3 のオブジェクト モデル
以下の図は、Windows SharePoint Services サイトのアーキテクチャを、名前空間 (Microsoft.SharePoint.Administration と Microsoft.SharePoint) のコレクションおよびオブジェクトとの関係で表したものです。
SPVirtualServer クラスの ContentDatabases プロパティは、仮想サーバーで使用されているコンテンツ データベースのコレクションを表す SPContentDatabaseCollection オブジェクトを返します。各 SPContentDatabase オブジェクトは、コンテンツ データベースのプロパティを返します。
SPGlobalConfig クラスの WebServers プロパティは、Windows SharePoint Services 環境におけるフロントエンド Web サーバーのコレクションを表す SPWebServerCollection オブジェクトを返します。各 SPWebServer オブジェクトは、Web サーバーのプロパティを返します。
SPGlobalAdmin クラスの VirtualServers プロパティは、Windows SharePoint Services 環境におけるすべての仮想サーバーを表す SPVirtualServerCollection オブジェクトを返します。SPGlobalAdmin クラスの OpenVirtualServer メソッドは、特定の仮想サーバーを返します。各 SPVirtualServer オブジェクトには、仮想サーバーの管理に使用できるメンバがあります。Sites プロパティは、仮想サーバー上のすべてのサイト コレクションのコレクションを表す SPSiteCollection オブジェクトを返します。また、Add メソッドは、最上位レベルのサイト コレクションの作成に使用されます。
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図 6. Windows SharePoint Services バージョン 3 のオブジェクト モデル
各 SPSite オブジェクトはそれぞれ 1 つのサイト コレクションを表し、そのサイト コレクションの管理に使用できるメンバを持ちます。AllWebs プロパティは、サイト コレクション内のすべてのサイト (最上位レベルのサイトを含む) のコレクションを表す SPWebCollection オブジェクトを返します。SPSite クラスの OpenWeb メソッドは特定のサイトを返します。
各サイト コレクションには 1 つまたは複数の SPWeb オブジェクトが含まれています。そして、各オブジェクトにはサイトの管理に使用できるメンバが含まれていますが、それらのメンバはサイト上のファイルおよびフォルダへのアクセスにも使用できます。Webs プロパティは、特定のサイトのすべてのサブサイトを表す SPWebCollection オブジェクトを返します。Lists プロパティは、そのサイトのすべてのリストを表す SPListCollection オブジェクトを返します。 
各 SPList オブジェクトのメンバは、リストの管理またはそのリスト内のアイテムへのアクセスに使用できます。GetItems メソッドは、特定のアイテムを返すクエリの実行に使用できます。Fields プロパティは、リスト内のすべてのフィールドまたは列を表す SPFieldCollection オブジェクトを返します。Items プロパティは、リスト内のすべてのアイテムまたは行を表す SPListItemCollection オブジェクトを返します。各 SPField のオブジェクトにはフィールドの設定が格納されます。各 SPListItem オブジェクトはリスト内の単一の行を表します。
開発機能の改善
Windows SharePoint Services バージョン 3 には、開発作業の可能性を大きく広げる新機能が追加され、プログラマビリティも向上しています。このセクションでは、新たに追加または拡張された機能の概要 (コンテンツ型、新しいリスト機能、ワークフロー) を示します。
· オブジェクト モデルの拡張
· 拡張可能なフィールド型
· サイト列
· コンテンツ型の設定
· ゴミ箱
· RSS フィード
· リストのフォルダ機能
· リストのインデックス生成
· クロスリスト クエリ
· リスト アイテム
· ワークフロー
· プロパティ バッグ
· Web サービスの拡張
· 変更ログ
· イベントの拡張
· 作業アイテムとタイマ機能
· サイトの定義とプロビジョニング : "フィーチャー" フレームワーク
オブジェクト モデルの拡張
Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 ではオブジェクト モデルにさまざまな修正が加えられていますが、そのすべてにおいて Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 2 SP 2 との下位互換性が維持されています。そのため、オブジェクト モデルの領域の中には完全にリファクタリングされたもの (Administration など) もあるかもしれませんが、そのコードは Windows SharePoint Services バージョン 3 でも動作します。ただし、古いコードはコンパイルできたとしても、新しいオブジェクト モデルの階層では意図しない動作をする可能性もあります。
Administration オブジェクト モデル (Microsoft.SharePoint.Administration) は、完全にリファクタリングされ、高い拡張性が得られています。階層型のオブジェクト ストアが追加されました。
重要 : SPItem はファイルとフォルダの両方をサポートできるよう、機能が拡張されています。この変更により、Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 の Folders に依存するロジックはすべて無効になります。
拡張可能なフィールド型
フィールド型を拡張して独自のコントロールを作成し、Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 のエンタープライズ データ構造を使用することができます。作成したコントロールは、リストまたはドキュメント ライブラリでは単なるフィールドとして表示されます。 

サイト列
サイトの列は、列の定義を再利用できる中心的モデルを提供します。サイトの列を作成すると、その列を使用するすべてのリストに同じ定義が追加されるので、リストごとに列を作成するという単調な作業から解放されます。しかも、1 か所ですべてのメンテナンスを簡単に行うことができるようになります。たとえば、ステータスを表すサイト列 (ステータスの複数の選択肢を含めることのできる列) を作成すると、サイト コレクション全体にわたってさまざまなプロジェクト マスタ リストにその列を実装することができます。新しいステータスを追加する場合は、サイト列に追加するだけで済みます。列を 1 つずつ修正する必要はありません。
リスト列のカスタマイズ
ただし、状況によっては、特定のリストの列だけに修正を加える場合もあります。そのため、リスト単位で列をカスタマイズするという方法もあります。たとえば、IT 部門のすべてのプロジェクトに「完了」というステータスを追加するとします。この場合は、IT 部門のマスタ プロジェクト リストの列にステータスを追加するとよいでしょう。 

コンテンツ型の設定
コンテンツ型は Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 が提供する機能とサービスの全体で使用されている中心的概念の 1 つです。その目的は、SharePoint コンテンツをよりわかりやすい形で整理することにあります。つまり、コンテンツ型とは、いくつかの設定を 1 つにまとめ、任意のカテゴリのコンテンツに繰り返し適用できるようにしたものです。コンテンツ型により、ドキュメントやアイテムの型のメタデータと動作を一括管理して再利用することができます。
コンテンツ型の例
ここで、ソフトウェア仕様書と契約書という 2 種類のドキュメントがあるとします。ある人は、この 2 種類のドキュメントを同じ SharePoint ドキュメント ライブラリに格納しようと思うかもしれません。しかし、一緒にしようとしているこの 2 つのドキュメントのメタデータは、互いにまったく異なるものです。さらに、この 2 つのドキュメントに適用されるワークフローと保存期間のポリシーも、当然別のものになることが考えられます。
この種類の異なる複数のコンテンツを同じ SharePoint ライブラリまたはリストに格納できるようにするのがコンテンツ型です。上記のケースでは、2 種類のコンテンツ型を定義し、1 つに「仕様書」、もう 1 つに「契約書」という名前を付けます。それぞれのコンテンツ型では、アイテムのメタデータを収集および格納する列も、ワークフローやポリシーも異なっています。しかし、どちらのコンテンツ型も、同じ SharePoint ドキュメント ライブラリに格納することができます。
ゴミ箱
ゴミ箱、つまり削除の取り消し機能は、Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 に追加されたもう 1 つの重要な機能です。この機能はリストとドキュメント ライブラリの両方で使用することができます。
リスト項目が削除されるとトリガされるイベントは、複数のレベルに分かれています。まず、削除された項目は Web レベルのゴミ箱に移されます。ここに置かれた項目は、適切な権限を与えられているユーザーであればだれでも元の場所に戻すことができます。このゴミ箱からも削除された項目は、第 2 レベルのゴミ箱に移され、サイト管理者の制御下に置かれます。このゴミ箱にはタイマ機能も付いていて、古いドキュメントを自動的に削除することができます。たとえば、ある管理者の環境では、アイテム復元依頼の大半が削除の日から 90 日以内に発生しているとします。その場合、削除の日から 90 日を超えたアイテムについては完全に削除する、という設定にするとよいでしょう。
RSS (Really Simple Syndication) フィード
RSS (Really Simple Syndication) は、Web からコンテンツを収集する標準的な手段になっています。Microsoft Windows Vista の RSS の詳細については、Microsoft Developer Network (MSDN) の記事『RSS Support in Longhorn』を参照してください。Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 は、各 SharePoint リストの RSS フィードの統合を通じ、RSS 対応のプログラム (Internet Explorer 7、Outlook 2007 など) を利用した高効率の検索を可能にするメカニズムを提供します。
リストのフォルダ機能
Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 のフォルダ機能がリストでも利用できるようになりました。フォルダにより、1 つのリストの中でコンテンツを細かく整理し、さまざまな目的に使用することができます。
フォルダのメタデータ
フォルダにはメタデータを割り当てることができます。これはフォルダの魅力的な機能の 1 つです。これにより、子コンテンツを含めることができる、単なるコンテナには見えないリッチなコンテンツ フォルダを作成することができます。フォルダは事実上、完全に独立して機能するアイテム型として使用できます。この例を Windows SharePoint Services のディスカッション ボードに見ることができます。最上位レベルの個々のディスカッションの実体は、メタデータが割り当てられたフォルダで、その中に 1 対多の子オブジェクトが含まれています。フォルダの体裁を修正することにより、エンド ユーザーはフォルダをコンテナとしてではなく、別のリスト アイテムとして表示することができます。このモデルをカスタム リストに使用すると、ダイナミックな親/子リストを作成することができます。
開発者のシナリオ
多くのビジネス アプリケーションは、リッチなコンテナ オブジェクトを必要としています。そして、その親に該当するオブジェクトはそれ自体に関する重要データと、同様のデータを持つ 1 対多の子オブジェクトの両方を持っています。通常、このような関係を実装するには、親リスト (マスタ リスト) の選択に従って子リスト (詳細リスト) の表示が決定されるというモデルを使用します。しかし、SharePoint リストのフォルダにメタデータを割り当てることができるようになったため、これと同様の機能は 1 つのリストだけで実現できます。 

ここで、Orders リストを例に説明します。フォルダをオーダーとしてプロビジョニングし、それにメタデータを割り当てます。こうすることにより、フォルダでマスタ リストのような機能を仮想的に実現します。そして、このフォルダにリスト アイテムをそれぞれメタデータ付きで格納します。これで、1 つのリストの中に、親/子リストのリッチな機能を持たせることができます。
リストのインデックス生成
Microsoft Windows SharePoint Services をアプリケーションのプラットフォームとして使用するには、そのストレージ コンテナ (具体的には、リストとドキュメント ライブラリ) をアプリケーションのストレージとして使用できることが不可欠です。しかし、Microsoft Windows SharePoint Services バージョン SP2 では数に制限があり、これらのコンテナを本当の意味で使用することはできませんでした。問題の 1 つは大きなリストを扱えないことでした。リスト (つまりそのメタデータとリスト アイテム) が大きくなると、リストに組み込まれているメカニズムが乱れ、効率が低下してしまいました。
Windows SharePoint Services バージョン 3 では、制限を修正し、外部アプリケーションと Windows SharePoint Services アプリケーションの両方をサポートできるだけのパフォーマンスを備えた、リッチなストレージ モデルを作成することを大きな目的の 1 つとしました。そして、この問題を解決するために採用したが、列にインデックスを付ける方法です。列のインデックスを生成し、別のデータベースにシンプルな "名前/値" ペアとして格納することにより、大きなリストの中にある特定のアイテムへのアクセスが格段に効率化されます。このようなパフォーマンスの向上により、SharePoint リストは真のデータ ストアとして、外部アプリケーションとシンプルなチームサイトをサポートします。
開発者のシナリオ
先の Orders リストのシナリオ (フォルダをオーダーとしてプロビジョニングし、それにメタデータを割り当てる) では、列にインデックスを付けると、外部リクエストによりリストから特定のアイテムを探し出すために必要なコストを大幅に低減することができます。
もう 1 つ、膨大なレコードを処理する外部アプリケーションのシナリオも考えてみましょう。SharePoint リストを強力なデバイスとして使いこなせない Web アプリケーションがあるとします。この場合も、列にインデックスを付けることでパフォーマンスが向上し、実用に耐えるようになります。Windows SharePoint Services ストレージを使用すると、シンプルなチーム サイトでは、プラットフォームの標準機能 (ビュー、アラート、RSS など) をデータ ストア検索手段として内部的に使用できるようになります。
クロスリスト クエリ
Microsoft Windows SharePoint Services ストレージの使用効率を向上させるために考えられたもう 1 つの機能が、クロスリスト クエリです。クロスリスト クエリでは、SPQuery オブジェクトを使用して Web サイトまたはサイト コレクション内のすべてのリストを問い合わせることができます。以前は、親オブジェクトをあたって SPLists のコレクションを収集し、リストに問い合わせて項目を取得した後、複数のリストからリスト項目のコレクションを作成する必要がありました。このやり方は冗長でわずらわしいだけでなく、コストが高くつきます。クロスリスト クエリでは、SPQuery 機能に備わっている高効率性をさまざまなシナリオで活用することができます。
開発者のシナリオ
クロスリスト クエリは、SQL クエリに似た強力な問い合わせ機能を SharePoint で実現します。これにより効果を上げることのできるシナリオはいくつも考えられますが、その中でも一般的なのが、エンド ユーザーによる集計要求です。
リスト アイテム
Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 に加えられた改良の中には、リスト レベルのものではなく、アイテム レベルのものあります。重要な新機能は次のとおりです。
アイテム単位でのセキュリティ設定
Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 の新機能の中でも特に役に立つのが、アイテム単位でセキュリティを設定できるということです。リストとドキュメント ライブラリでは、単にリスト レベルに対してではなく、アイテムごとにロールを設定できるようになっています。
このアイテム単位の設定を他の機能 (リスト イベント、拡張可能フィールド型など) と組み合わせると、だれにどのアイテムへのアクセスを許可するかを他のフィールドの値に基づいて決めることができます。たとえば、あるアイテムのステータスの変化をトリガして、アイテムの編集を許可する人物を変えることができます。
バージョン管理
Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 では、バージョン管理を行うことができたのはドキュメント ライブラリだけでした。しかも、作成できたのはメジャー バージョンだけです。この基本的な機能では、下書きバージョンのドキュメントの作成と編集、またはドキュメントのパブリック ステータスへの公開など、バージョン管理の対象外となっているワークフローも数多くありました。
Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 の新しいバージョン管理機能はこれを上回るものであり、メジャー バージョンとマイナー バージョンの両方、リスト内とドキュメント ライブラリ内でのバージョン管理をサポートしています。しかも、メジャー バージョンとマイナー バージョンとでセキュリティ設定を変え、下書きバージョンと公開バージョンのワークフローを分けることができます。
開発者のシナリオでは、各種シナリオ (カスタム ワークフロー、アイテムの検証、情報伝達など) に対応できるリッチなイベント モデルでバージョン管理が使用されています。
チェックアウトによる保護
In Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 では、ユーザーはドキュメント ライブラリからドキュメントをチェックアウトすることなく、ドキュメントを編集することができました。そのため、複数のユーザーが同じドキュメントを編集することもあり、マージと上書きが交錯するという複雑で不明確なシナリオとなっていました。
Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 では、ドキュメントをチェックアウトした場合だけ編集できるように改良されています。このチェックアウト方式により明確な所有者モデルが定義され、編集内容をマージする方法が簡素化されます。
ワークフロー
Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 のワークフローでは、SharePoint Products and Technologies の項目にビジネス プロセスを添付することができます。このプロセスでは、SharePoint Products and Technologies のアイテムのほぼすべての要素 (ライフサイクルなど) が制御可能です。たとえば、特定のユーザーにドキュメントを回覧して承認を求めるというシンプルなワークフローを作成することができます。
ワークフローは、ビジネス プロセスの要件に応じて単純にも複雑にもすることができす。ユーザーが開始するワークフローも作成できれば、イベント (アイテムの作成または修正など) の発生に応じて SharePoint Products and Technologies により自動的に開始されるワークフローも作成できます。
さらに、ワークフロー フォームを通じたワークフローとユーザーの直接対話も実現できます。ワークフロー フォームを使用すると、ワークフローの各段階でユーザーから情報を収集することができます。このワークフローとユーザーの対話には、SharePoint Products and Technologies の標準的なブラウザ ベースのインターフェイス、Microsoft Office システム (Microsoft Word、Microsoft Excel など) のクライアント アプリケーションのワークフロー フォーム、または独自のカスタム アプリケーションを使用することができます。
エンド ユーザーはワークフローをリストまたはドキュメント ライブラリ レベルで利用できます。ワークフローをコンテンツ型に加えることもできます。1 つのアイテムに対して複数のワークフローを利用できる場合もあります。さらに、1 つのアイテムに対して同時に複数のワークフローを使用することもできますが、特定のアイテムに対してある瞬間に実行することができるのは、特定のワークフローの 1 つのインスタンスだけです。たとえば、"Specification" というコンテンツ型に対して、"SpecReview" および "LegalReview" という 2 つのワークフローがあるとします。この両方のワークフローを "Specification" コンテンツ型の特定のアイテムに対して同時に使用することはできますが、"LegalReview" ワークフローの 2 つのインスタンスを同時に同じアイテムに対して使用することはできません。
プロパティ バッグ
メジャーなオブジェクト (SPWeb、SPFile、SPFolder、SPListItem) でプロパティ バッグがサポートされました。すべての値は単純なハッシュ テーブルに格納されます。オブジェクトに対して Update メソッドが呼び出されても、その値は変わりません。すべての値の格納と取り出しは、SOAP (Single Object Access Protocol) メソッドを通じて行われます。
Web サービスの拡張
Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 では、一部の既存 Web サービスが拡張され、Lists、SiteData、UserGroup、WebPartPagesWebService、および Webs の各 Web サービスを通じて提供されるメソッドの数が増えています。たとえば、Lists と Webs のどちらの Web サービスにもコンテンツ型の統合のための新しいメソッドがあり、Lists サービスはドキュメント ライブラリ内のファイルを操作するための新しいメソッドを提供します。さらに、Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 では、ポータルの検索、メッセージング アプリケーションの同期、コンテンツの公開、ワークフローなどに使用できる複数の新しい Web サービスが導入されています。 

変更ログ
Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 の変更ログ機能は、複数のパートナーが SharePoint サイトと同期を取るために使用します。たとえば、Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 では、検索を実行するのにサイト全体を調査しなければならず、検索結果が得られるまでに長い時間がかかり、帯域幅と CPU 時間が浪費されることがよくありました。Windows SharePoint Services バージョン 3 では、検索は、変更されたオブジェクトの正確なインデックスに基づいて実行されるため、すぐに結果が得られ、オーバーヘッドも少なくてすみます。
変更ログの機能
変更ログでは、以下の要素に加えられた変更を表す SPChange オブジェクトのリストを取得できます。
· アイテム/ファイル/フォルダ
· リストのメタデータ
· Web のメタデータ
· セキュリティ
以下の要素に対する変更は記録されません。
· Web アプリケーションの設定
· 全般的な管理設定
· バイナリの展開
· Web パーツとセーフ コントロール
· Web、サイト、コンテンツ データベース、または Web アプリケーションの設定
変更ログには以下の操作に関する情報も記録されます。
· Add
· Update
· Delete
· Rename
· MovedAway
· MovedInto
変更ログは以下の包括的なスコープに関連付けることができます。
· SPList
· SPWeb
· SPSite
· SPContentDatabase
変更ログのセキュリティ
変更ログはコーラーの権限に基づいてセキュリティが整えられているわけではありません。情報の漏洩を防ぐ手だては変更ログに返される ID だけです。しかし、アイテムを参照する権限が失効されたユーザーに代わってフロントエンド オブジェクト モデルのコードを実行するようなケースでも、変更ログの ID を調べることでアイテムを追跡できます。変更ログのコンシューマは SPQuery を使用してリストに対するクエリを発行し、セキュリティが整えられた列挙が返されていることを確認します。
最新の変更ログ
変更ログが最新の正確なアイテムを返すとは限りません。変更ログが過去の特定の時点におけるアイテムしか返さないケースもあります。呼び出し元は、変更ログがアイテムを返した時間のトークンを受け取ります。
この移動を正確に行うため、変更ログは次のことを行います。
· フォルダの移動 : 移動元リストの MovedAway イベント、移動先リストの MovedInto イベント
· Web の移動 : 移動元サイトの MovedAway イベント、移動先サイトの MovedInto イベント
変更ログは各コンテンツ データベースに置かれている物理テーブルです。トランザクションはすべてこの変更ログに書き込まれます。変更ログへは、特定の時点以降に加えられた変更を取得する Web サービスを介してアクセスできます。
イベントの拡張
Microsoft Windows SharePoint Services を真の開発プラットフォームにするうえで重要な役割を演じるのがイベントです。イベントを利用すると、Windows SharePoint Services の動作をフックして、既定の動作をオーバーライドすることができます。
イベントには、大きく分けて次の 2 つのカテゴリがあります。
· リスト イベント。リスト項目およびリスト列の変更、追加、削除 (スキーマの変更) を含むコア イベント。
· シンプル サイト イベント。サイトおよびサイト コレクションの削除。
イベントには先に同期されるイベントと後で同期されるイベントがありますが、その違いは名前で識別できます。前者の名前は "XYZing"、後者の名前は "ABCed" などとなっています。
イベント レシーバは、"フィーチャ" を使用して Item、List、Web、Content の各型に関連付けることができます。たとえば、ドキュメントのフッター部分に著作権が表記されているかをチェックするイベント レシーバであれば、Content 型に関連付けて、その型に関連付けられているすべてのドキュメント ライブラリにプッシュさせます。
Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 の場合と同様、開発者はイベント ハンドラ メソッドをオーバーライドして拡張することができます。新しいシーケンス番号パラメータにより、複数のイベントのトリガ順序を制御することができます。
作業アイテムとタイマ機能
Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 のジョブ サービスは、以下のようなタイミングで実行するジョブの設定機能を提供します。
· 指定の遅延時間が経過したとき
· 特定期間 (時間、日、週、月、年単位) の途中
ジョブ サービスはさらに、Web のフロント エンドから出されるサイト作成要求に基づいて、ファーム内のサーバーに作業内容を配布する機能も提供します。1 回限りのジョブは、インデックス サーバーで条件が整いしだい、実行されることがあります。Job サービスの主な対象は SPJobDefinition と SPWorkItem です。
· SPJobDefinition: Admin-side タイマ
· 1 回限りのスケジュール、または定期スケジュール
· スケジュールの設定、Execute() の実装
· SPWorkItem: Content-side ジョブ
· 1 回限りの実行
· admin タイマ ジョブのバッチ処理
"フィーチャ" のフレームワーク定義とプロビジョニングの設定
Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 には、"フィーチャー" という新しい構造が使用されています。"フィーチャー" とは、エンド ユーザー指向のコンテナで、その中に 1 つまたは複数のエレメントを格納することができます。"エレメント" とは、Windows SharePoint Services における最小構造単位です。
"フィーチャー" は既存の SharePoint 構造と同様の XML 形式で定義されます。1 つの "フィーチャー" につき、1 つの XML ファイル セットが定義されます。Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 のサイト定義に以前に含まれていた多くの項目は、エレメントとして扱われます。
Windows SharePoint Services バージョン 3 では、SharePoint サイト定義は "フィーチャー" リスト、レイアウト ページ、およびマスタ ページに変換されます。その目的は、あるテンプレートに基づいて作成された SharePoint サイトを他のテンプレートに基づく SharePoint サイトに変換することにあります。これは、管理者にそのサイトのフィーチャ (場合によってはレイアウト ページまたはマスタ ページも) 切り替えてもらうだけで実現できます。
Windows SharePoint Services バージョン 2 SP2 サイトの定義を Windows SharePoint Services バージョン 3 サイトにアップグレードするということは、XML ファイル (ONET.XML など) を小さな複数のファイルに分割し、それらを Windows SharePoint Services バージョン 3 の "フィーチャ" にパッケージングし、それらの "フィーチャ" を使用するワークスペース テンプレートを作成するという、一連のプロセスに相当します。
サイトの定義に関する用語解説
Web の作成。特定の URL で新しい SharePoint Web サイトを作成すること。これは、サイトのプロビジョニングの前に行う作業です。
Web のプロビジョニング。テンプレートを選択し、そのテンプレートのコンテンツに基づいて初期ページ、リスト、Web パーツ構造を配置すること。
"フィーチャ" のアクティベーション。Web で使用する特定の "フィーチャ" を有効にすること。
サイトの定義。サイト (およびその中に含まれているリスト) の基本的青写真、既定のナビゲーション構造などを定義します。サイトの定義は、フロントエンド サーバー上の XML ファイル群です。詳細については Windows SharePoint Services の SDK を参照してください。
サイトのテンプレート。サイトの基本定義との相違 (特定のサイトで問題に対して「期限」列を追加するなど) がまとめられているパッケージ。これは STP (SharePoint テンプレート) ファイルとして格納されます (サフィックスは .STP)。相違を定義している XML ファイルは、この CAB (.CA サフィックスが末尾に付く Microsoft Cabinet ファイル) の中にパッケージングされています。ユーザーは必要な権限さえあれば、STP ファイルをサイト コレクションとの間でダウンロードおよびアップロードすることができます。つまり、STP ファイルにはある程度の可搬性があると言えます。
"フィーチャ"。特定の目的またはタスクを実行するのに役立つ SharePoint 要素のパッケージ。たとえば、「お気に入りのアイテム」という名前の "フィーチャ" であれば、次のような要素を持つことが考えられます。
· 各ユーザーがよく使用するアイテムが格納されているカスタム リスト (このリストは "フィーチャ" が有効化されていると、隠されているリストとしてワークスペースごとに 1 つずつ作成されます)。
· 「お気に入りに追加」という名前のカスタム メニュー アイテム。これがリストに追加されると、お気に入りリストにアイテムが追加されます。
· ユーザーがよく使用するアイテムを上から順に 10 個追跡して表示する Web パーツ。使用率とリンクも表示されます。
これらの個々の要素はそれ自体は有用ではないかもしれませんが、サイトでこれらすべてを有効にすると、特定のタスクを解決することのできる完全な機能になります。
エレメント。"フィーチャ" を構成する最小単位。エレメントには、カスタム メニューのフックやイベント ハンドラなど、いくつか種類があります。
サイト "フィーチャ"。Web レベルで定義される "フィーチャ" の一種。"フィーチャ" の定義は、その中にパッケージングされているエレメントによって明示的に決定されます。
サイト コレクション "フィーチャ"。サイト コレクション レベルで定義される "フィーチャ" の一種。多くの場合、この "フィーチャ" には、サイト コレクション全体に適用される項目 (サイト コレクションにとってグローバルな Web パーツやコンテンツ タイプなど) が含まれます。
ファーム "フィーチャ"。ファーム全体を対象にグローバルに定義される "フィーチャ" の一種。このため、グローバル "フィーチャ" とも言います。他の種類の "フィーチャ" とは異なり、ファームではグローバル "フィーチャ"が既定で有効化されています。ファーム "フィーチャ" には、アプリケーションとロジックの実装に不可欠なエレメントが含まれています。
Web アプリケーション "フィーチャ"。Web アプリケーション レベルで定義される"フィーチャ" の一種。有効/無効を切り替えることができます。Web アプリケーションに含まれるエレメントには次の種類があります。
· Web アプリケーション アセンブリ
· Web アプリケーション管理リンク
· 新しいコールバック
"フィーチャ" は次のコールバックをサポートします。
· FeatureInstalled/FeatureUninstalled。オブジェクト モデルを通じて、またはコマンド ラインでインストールできます。
· FeatureActivated。同期後に Web 上で発生する "フィーチャ" 有効化イベント。
· FeatureDeactivating。同期前に Web 上で発生する "フィーチャ" 無効化イベント。
参考情報
· 2007 Microsoft Office システムのプレビュー センター (http://www.microsoft.com/japan/office/
preview/default.mspx)。2007 Microsoft Office リリースに関する最新ニュースと情報 (機能に関する情報、ケース スタディ、ホワイト ペーパー、関連テクノロジに関する情報など) を提供します。
· Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 の Web サイト (http://TODO)。Windows SharePoint Services バージョン 3 に関する最新のニュースと情報 (機能に関する情報、ケース スタディ、ホワイト ペーパー、関連テクノロジに関する情報など) を提供します。
· 2007 Office システムの評価版は、http://TODO からダウンロードして入手することができます。
· 開発者向けのトピック (2007 Office システムと Windows SharePoint Services バージョン 3 に基づくソリューションの作成など) をカバーしたホワイト ペーパー。MSDN® Web サイト (http://TODO) で入手できます。
· IT 部門スタッフ向けのトピック (Windows SharePoint Services バージョン 3 の設計、サイズ設定、管理など) をカバーしたホワイト ペーパー。TechNet サイト (http://TODO) で入手できます。
· 2007 Office システムのコミュニティ サイト (http://TODO)。ニュースグループへの参加、Web キャストの視聴、ライブ チャットへの参加が可能です。
· Microsoft Office トレーニング サイト (http://TODO)。2007 Office システムのトレーニングに関する情報を地域ごとに紹介します。
· 2007 Office システムのサポート Web サイト (http://TODO)。開発者およびお客様を対象にテクニカル サポートを提供します。
付録 A ハードウェア/ソフトウェア要件
ハードウェア要件
Windows SharePoint Services バージョン 3 の評価のため、1 台のコンピュータにインストールして実行するには、次の推奨ハードウェアを整える必要があります。
· デュアル プロセッサ構成
· プロセッサ動作速度 2.5 GHz 以上
· メイン メモリ (RAM) 2 GB 以上
スモール ファームは 2 つのサーバーとして定義されています。1 つのサーバーでは Web Front End (WFE) および Application Server ロールが使用され、もう 1 つのサーバーでは SQL Server のデータベース サーバーが使用されます。
ミディアム ファームではこれにもう 1 つサーバーを追加し、WFE とアプリケーション サーバーのロールを専用のコンピュータに割り当てます。 

ファームのハードウェア要件は次のとおりです。
· Web フロント エンド (WFE) サーバーとアプリケーション サーバー
· デュアル プロセッサ構成
· プロセッサ動作速度 2.5 GHz 以上
· メイン メモリ (RAM) 2 GB 以上
· データベース サーバー
· デュアル プロセッサ構成
· プロセッサ動作速度 2.0 GHz 以上
· メイン メモリ (RAM) 2 GB 以上 

ソフトウェア要件
Microsoft Windows SharePoint Services バージョン 3 をインストールするサーバーは、次のソフトウェア要件を満たしている必要があります。
· 各コンピュータに Microsoft Windows Server 2003 (Standard、Enterprise、Datacenter、または Web Edition) と Windows Workflow Foundation ベータ 2 が搭載されている。 

· WFE コンピュータとアプリケーション サーバー コンピュータが、Web サーバーとして設定されていて (IIS 6.0 ワーカー プロセス分離モードでインターネット インフォメーション サービス (IIS) が動作)、ASP.NET バージョン 2.0 が動作している。 

· 個々のコンピュータで Windows NTFS ファイル システムを使用している。Microsoft Windows に変換ユーティリティ (Convert.exe) が含まれている。これを使用して、既存の FAT (file allocation table) ボリュームをデータ損失なしで NTFS に変更することができます。 

· データベース サーバーで SQL Server 2005 または SQL Server 2000 (SP3a インストール済み) が動作している。
付録 B Windows SharePoint Services のアプリケーション テンプレート
以下に示す Microsoft SharePoint サイト テンプレートの一覧は、http://www.microsoft.com/technet/
prodtechnol/sppt/wssapps/default.mspx でダウンロードすることができます。個々のテンプレートが表しているソリューションは、そのままでも使用できます。また、固有のビジネス プロセスや組織の事情 (業務内容、規模) に合わせてニーズや要件を満たすことができるよう、修正を加えて使用することもできます。これらのテンプレートは Windows SharePoint Services バージョン 2 で動作するよう設計されており、Windows SharePoint Services バージョン 3 では動作しない可能性があります。これらのテンプレートを使用して作成した Windows SharePoint Services バージョン 2 サイトは、問題なく Windows SharePoint Services バージョン 3 にアップグレードできます。今後、Windows SharePoint Services バージョン 3 向けのテンプレートも追加される予定です。
	Windows SharePoint Services のアプリケーション テンプレート

	アプリケーション
	説明

	Absence Request and Vacation Schedule Management 
(休暇届けと休暇スケジュールの管理)
	この Windows SharePoint Services アプリケーション (Employee Absence Cover) は、管理職と従業員がチーム メンバーの休暇予定を確認したり、休暇届けを提出したりすることのできる共通の場所です。ここには、個々のジョブ サイトへのリンクも用意されていて、他の作業者が不在者をカバーすることが簡単にできます。

	Board of Directors 
(取締役会)
	取締役はこの Windows SharePoint Services アプリケーションを使用して、取締役会の定めたタスクの追跡、メンバー情報の管理、会議とアクティビティの予定表の管理、主要な問題に関するディスカッションの開催、さらに、諸情報 (ミッション、金融、業務、会議の議事録など) の格納を行うことができます。

	Case Work Management 
(ケース ワークの管理)
	この Windows SharePoint Services アプリケーション (Case Work Management) は、ケース ワーカー (ソーシャル ワーカーなど) がケース ロード (取り扱い相談件数) や情報を管理することのできる共通のサイトを提供します。このサイトは複数のケースを抱えているケース ワーカーを想定したものであり、新しいケースでの聞き取り調査、レポート作成、ケース情報の整理、ケース ロードの管理などのプロセスを簡素化するよう設計されています。

	Change Management 
(変更管理)
	この Windows SharePoint Services アプリケーションは、特定のプロフェッショナル サービス プロジェクトに関連する Change Order プロセスのプラットフォームを提供し、過去の変更とその理由および影響を追跡するメカニズムとして機能します。

	Classroom Management 
(授業の管理)
	この教師向けの Windows SharePoint Services アプリケーションでは、授業プラン、割り当て、仕事、主な連絡先、成績表、生徒の情報など、クラスに関するすべての情報を管理することができます。また、担当教師が授業に出られないことがあっても、代わりの教師がこのサイトで情報を入手してカバーすることができて便利です。

	Competitive Intelligence Resource Dashboard 
(競合他社情報リソース 
ダッシュボード)
	この Windows SharePoint Services アプリケーション (Competitive Intelligence Dashboard) は、競合他社情報 (CI) 関連資料の整理と、売り上げ、PR、マーケティング、製品管理、サービス管理、管理職などに関するコミュニケーションの強化を目的としています。競争の動向を表すグラフィックス、競合他社のプロファイルとランキング追跡リスト、CI 関連のディスカッション、アンケート、ドキュメント ライブラリが格納されている MSNBC から、ニュースが自動配信されます。

	Discussion Database 
(ディスカッション データベース)
	

	*2006 年 1 月リリース
	この Windows SharePoint Services アプリケーションでは、チーム メンバーがディスカッション トピックを作成、参照、返信することができます。ディスカッション項目を他のメンバーに送信してレビューを依頼することや、ドキュメントをディスカッション項目に添付すること、さらにディスカッション項目が追加または変更されたらその旨が通知されるようにアラートを設定することもできます。

	Document Library 
(ドキュメント ライブラリ)
	

	*2006 年 1 月リリース
	このアプリケーションでは、チーム メンバーがドキュメントを作成、更新、チェックアウト、レビュー、修正することができます。ドキュメントを他のメンバーに送信してレビューを依頼することや、ドキュメントを他のメンバーに割り当てること、ドキュメントに修正が加えられたらその旨が通知されるようにアラートを設定することもできます。また、SharePoint の標準の検索機能に加えて、ドキュメント ライブラリをさまざまな角度から (カテゴリ別、作成者別、レビュー状況別に) 参照することができます。

	Employee Activities Site 
(従業員活動サイト)
	この Windows SharePoint Services アプリケーション (Employee Activities Site) は、社内のクラブ活動、チーム、イベントに関する情報を従業員が交換することのできる共通の場を提供します。このアプリケーションでは、従業員が参加を申し込むこと、連絡先やスケジュール情報にアクセスすること、ディスカッションやアンケートに参加すること、活動のようすを撮った写真を参照することができます。これにより、会社側から従業員に対する最新情報の提供がスムーズに行われる一方、従業員は関心のある情報にすぐにアクセスできるようになります。

	Employee Timesheet and Scheduling Management 
(従業員の出退勤時間とスケジュールの管理)
	時給の従業員を抱えている企業の管理者は、この Windows SharePoint Services アプリケーションを使用して、従業員の出退勤時間の確認と承認、勤務のシフトとスケジュールの発表、告知、主要ドキュメントの格納、諸問題についてチームからフィードバックを得るためのアンケートなどを行うことができます。従業員側はこのサイトを使用して、タイムカードの提出、割り当てられたシフトの確認、職務に関する最新情報の取得、ディスカッションでのスケジュール変更依頼 (他の従業員から返事をもらうことも可能) を行うことができます。

	Employee Training 
(職務トレーニング)
	この Windows SharePoint Services アプリケーション (Employee Training) は、従業員が自分の職務や所属部署にかかわりのあるトレーニングを探して申し込むことのできる中心的サイトを提供します。人事部門またはトレーニング担当の管理者は、トレーニング開催場所のスケジューリング、参加者数、必要な資料 (読み物) などの情報を収集することができます。また、告知メッセージを公開したり、トレーニングに関するアンケートを送信したりすることもできます。

	Event Coordination 
(イベントの調整)
	この Windows SharePoint Services アプリケーション (Event Coordination) は、イベント調整プロセス全体 (イベントの調査から、内容と主な日程の決定、ベンダ情報の格納、イベントに関するドキュメントの公開、参加者募集、イベントの評価に至るまで) を管理することのできる中心的サイトを提供します。

	Expense Reimbursement Request 
(経費償還要求)
	この Windows SharePoint Services アプリケーションは、経費報告プロセスの管理を目的としたものです。新しい経費報告書の提出、経費計上のガイドラインと関連情報へのリンクの追加または調査、経費報告書の参照 (部門別、提出者別、種類別、日付別、状況別) が可能です。

	Help Desk Dashboard 
(ヘルプ デスク ダッシュボード)
	この Windows SharePoint Services アプリケーションには、ヘルプ デスク向け、お客様サービス チーム向けのツールがいくつか用意されており、お客様からの要求を整理したり、チーム内のコミュニケーションを改善したりするのに役立ちます。問題追跡機能、関連資料 (電話応対マニュアル、技術上のハウツー ガイド、知識ベースの記事など) を置くことのできるドキュメント ライブラリ、ヘルプ デスク スタッフどうしが情報を交換することのできるフォーラムもあります。

	HR Programs and Services Forms 
(人材育成プログラムと
サービスのフォーラム)
	この Windows SharePoint Services アプリケーションは、ユーザーが InfoPath フォームを使用して人材育成プログラムに登録したり、身分証明バッジ、駐車許可、401K、医療費給付などのサービスを請求したりすることのできる中心的サイトを提供します。また、このサイトでは、人事管理者や給付手続き担当者が、新たに提出された請求の内容を確認したり、過去のすべての請求を管理したりすることもできます。 

	IT Developer Team Site 
(IT 開発チーム サイト)
	この Windows SharePoint Services アプリケーション (IT Developer Team Site) は、コード例へのアクセス、割り当てと主な日程の追跡、問題管理、連絡先情報の格納、知識ベースのメンテナンス、ディスカッション、アンケート、告知を通じたコミュニケーションを行うことのできる共通の場を開発者に提供します。IT 部門管理者は、ドキュメント ライブラリ、リスト、問題追跡機能、予定表に修正を加えて、開発チームに固有の情報を管理することが簡単にできます。

	Legal Document Review Workflow Management 
(法律文書のレビュー ワークフロー管理)
	この法務部門向け Windows SharePoint Services アプリケーションでは、法律文書とテンプレートの公開、要件と手続きの通知、連絡先情報の提供を行うことができます。また、法律文書レビュー ツールを使用して、連絡先情報やドキュメントを参照したいという従業員からの要求を管理し、優先順位を付け、追跡することもできます。

	Loan Initiation Management 
(ローン開始管理)
	この Windows SharePoint Services アプリケーションは、小規模のブローカーまたは銀行が住宅、自動車、その他のローンの文書と進捗を管理するのに役立ちます。金融計算機能、フォーム、告知、チーム アンケート、ディスカッションにアクセスすることのできる中心的サイトを提供します。

	Marketing Communications Campaign Site 
(マーケティング コミュニ
ケーション キャンペーン 
サイト)
	このマーケティング管理者向けの Windows SharePoint Services アプリケーション (Marketing Communications Campaign) では、マーケティング プランとプレゼンテーションの作成と管理、タスクの追跡、キャンペーン イベント予定表のメンテナンス、連絡先情報の作成、特定のマーケティング コミュニケーション キャンペーンの目的と主な成果物の周知を図ることができます。

	Meeting Management Site 
(会議管理サイト)
	この Windows SharePoint Services アプリケーション (Meeting Management Site) は、会議主催者に対しては、お知らせ、スケジュール、出席者名簿、関連資料、目的、会場、過去の議事録を公開する場所を提供し、出席 (予定) 者に対しては、会議に関する重要な情報を手早く入手できる場所を提供します。

	New Product Development 
(製品開発)
	この Windows SharePoint Services アプリケーション (New Product Development) は、製品開発チームに対して、連絡先情報、重用なサイトへのリンク、タスク リストと予定表、新製品プランニング ドキュメントを共有するのに役立つコラボレーション ツールを提供します。また、経営幹部に対しては、製品開発のプロセスと進捗の詳細を確認することのできる共通の場を提供します。

	Performance Review Management 
(人事考課の管理)
	この Windows SharePoint Services アプリケーションは、人事管理者が組織の人事考課プロセスの管理に使用します。人事考課フォーム、評価履歴、その他の関連情報を整理するための中心的サイトを提供します。

	Professional Services Contractual Setup Management 
(専門サービスの初期契約交渉の管理)
	この Windows SharePoint Services アプリケーションは、専門サービスを提供する組織が契約交渉の初期段階を管理するのに役立つサイトで、契約書の草案作成から最終承認までのスケジュール、プロセス、問題についてチーム メンバーが意見を交換することのできるコラボレーション プラットフォームを提供します。さらに、InfoPath フォームも含まれ、プロジェクト開始に際しての新しい作業指示書、その他のドキュメントの作成手順を簡素化および自動化することができます。

	Professional Services Site for Engagement Team Resourcing 
(契約チーム編成のための専門サービス サイト)
	顧客との契約交渉に適した人材を選抜することと、彼らの稼働可能期間を把握することは、専門サービス プロジェクトを成功に導くうえで不可欠の要因です。この Windows SharePoint Services アプリケーションは、シンプルな InfoPath フォームと人材の要求と承認に関する標準機能を使用して、要求と承認のプロセスを整理することを目的としています。さらに、特定のビジネス領域、その他の基準に従って、人材を探すことのできる機能も提供します。

	Project Team Site 
(プロジェクト チーム サイト)
	この Windows SharePoint Services アプリケーション (Project Team Site) は、プロジェクト マネージャとチームに対して、プロジェクトのライフサイクル全体 (開始から終了までのフェーズ) にわたってコラボレーションを行うための共通の場を提供します。その中で、プロジェクト マネージャはカスタマイズしたリスト、ドキュメント ライブラリ、アンケート、およびディスカッションを使用して、タスク、問題、主な日程、期限、コスト、ベスト プラクティスのステータスを追跡することが簡単にできます。

	Public Official Activity and Issue Management 
(政治活動と問題の管理)
	この Windows SharePoint Services アプリケーション (Public Official Activity and Issue Management) は、政治家に対して、主要なタスク、予定表、ドキュメント、リンク、選挙民や利益団体とのコミュニケーションを管理することのできる場を提供します。

	Public Relations Work Site 
(PR 活動サイト)
	この Windows SharePoint Services アプリケーション (Public Relations) を使用すると、PR 部門は、メディアとの折衝、プレス リリース、マーケット リサーチ、その他のデータの保管、PR キャンペーンのドキュメントと活動に関するコラボレーション、タスクとイベントの追跡、目的の伝達を一元的に管理することができます。

	Publication Editorial Review 
(出版編集のレビュー)
	この Windows SharePoint Services アプリケーション (Publication Editorial Review) は、雑誌、新聞、書籍の編集プロセスで共同作業を行うことのできる共通の場を編集者、スタッフ、寄稿者に提供します。このアプリケーションを使用すると、各章、各記事の状況と、だれが執筆、編集、または校正しているのかを簡単に知ることができます。また、ディスカッション スレッドを作成して、各種ドキュメントの目的、内容、構想についてのディスカッションを進めることもできます。このツールにより、レビューアは修正と履歴の追跡、レビュー プロセスの管理、出版スケジュールの表示、割り当ての決定、各章、各節、各記事の内容に関するフィードバックの収集を行うことができます。

	Recruiting Resource Center 
(人材採用センター)
	この Windows SharePoint Services アプリケーション (Recruiting Resource Center) では、採用プロセス (募集開始、履歴書のチェック、候補者の管理、面接スケジュールの調整、過去の面接で得られたフィードバックの収集など) を効率的に管理することができます。また、ドキュメント ライブラリに採用関連のドキュメントを保管することや、採用活動に関して他のメンバーとディスカッションすることもできます。

	Request for Proposal Management 
(見積もり依頼の管理)
	この Windows SharePoint Services アプリケーションは、見積もり依頼プロセス (業者に配布する文書の作成、スケジュールとプロジェクト プランの管理、見積もり依頼に対する反応の追跡、提出された見積書の評価) を管理することのできる共通の場を提供します。

	Room and Equipment Reservation 
(会議室と備品の予約)
	この Windows SharePoint Services アプリケーションは、会議室の予約、電話会議の調整、備品の手配および予約を行うことのできる共通の場を提供します。

	Team Work Site 
(チーム作業サイト)
	このアプリケーションでは、お知らせリストでチーム メンバーに重要事項を告知すること、ディスカッション ボードでチームの課題について積極的な意見交換を図ること、タスク リストでチームの仕事とその進捗を記録および監視すること、イベント リストで会議スケジュールを調整すること、重要な参考文献をドキュメント ライブラリで管理 (保管および検索) することができます。

	Travel Request 
(出張依頼)
	この Windows SharePoint Services アプリケーション (Travel Request) では、出張依頼の提出とその承認のプロセスを管理することができます。そのためのツールとして、予定表 (各人の出張先と期間を表示)、出張依頼フォーム、承認を得る必要のある管理職の一覧などが用意されています。また、出張のガイドラインとポリシーを保管すること、役に立つトラベル サイトのリンクを探すこと、出張についてのディスカッションを行うこともできます。
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